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大山町告示第２７号 

 

平成１８年第１０回大山町議会定例会を次のとおり招集する 

 

平成１８年９月１１日  

                        大山町長 山 口 隆 之 

 

１ 日 時  平成１８年９月１４日 午前１０時００分 

２ 場 所  大山町役場議場 

            

 

○開会日に応招した議員 

   近 藤 大 介          西 尾 寿 博  

 吉 原 美智恵          遠 藤 幸 子  

   敦 賀 亀 義          森 田 増 範  

 川 島 正 寿          岩 井 美保子  

 秋 田 美喜雄          尾 古 博 文  

 諸 遊 壌 司          足 立 敏 雄  

 小 原 力 三          岡 田   聰  

 二 宮 淳 一                椎 木   学  

 野 口 俊 明                 沢 田 正 己     

 荒 松 廣 志                 西 山 富三郎     

 鹿 島   功  

 

 

○応招しなかった議員  

         なし     
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第 １０ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

平成１８年９月１４日（木曜日）        

議事日程 

                    平成１８年９月１４日 午前１０時開会 

日程第 1  会議録署名議員の指名について 

日程第 2  会期の決定について 

日程第 3  諸般の報告 

日程第 4  議案第 111 号 平成 17 年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 5  議案第 112 号 平成 17 年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて         

日程第 6  議案第 113 号 平成 17 年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 7  議案第 114 号 平成 17 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 

出決算の認定について 

日程第 8  議案第 115 号 平成 17 年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 9  議案第 116 号 平成 17 年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 10 議案第 117 号 平成 17 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資 

金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 11  議案第 118 号 平成 17 年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 12  議案第 119 号 平成 17 年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 13  議案第 120 号 平成 17 年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 14  議案第 121 号 平成 17 年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 15  議案第 122 号 平成 17 年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 16  議案第 123 号 平成 17 年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 17  議案第 124 号 平成 17 年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 18  議案第 125 号 平成 17 年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認 
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定について 

日程第 19  議案第 126 号 平成 17 年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 20  議案第 127 号 平成 17 年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 21  議案第 128 号 平成 17 年度大山町水道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

て 

日程第 22  議案第 129 号 平成 17 年度大山町索道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

て 

日程第 23  議案第 130 号 大山町教育審議会条例の制定について 

日程第 24 議案第 131 号 大山町大山辺地に係る総合計画の変更について 

日程第 25 議案第 132号 大山町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する 

条例について 

日程第 26  議案第 133 号 大山町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 27  議案第 134 号 大山町特別医療費助成条例の一部を改正する条例について 

日程第 28  議案第 135 号 大山町御来屋漁村センター条例の一部を改正する条例につ 

いて 

日程第 29  議案第 136 号 損害賠償の額を定めることについて 

日程第 30  議案第 137 号 平成 18 年度大山町一般会計補正予算（第 3 号） 

日程第 31  議案第 138 号 平成 18 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 32  議案第 139 号 平成 18 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第 33  議案第 140 号 平成 18 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 34  議案第 141 号 平成 18 年度大山町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 35  議案第 142 号 平成 18 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第 36  議案第 143 号 平成 18 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 37  議案第 144 号 平成 18 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 38  議案第 145 号 平成 18 年度大山町索道事業会計補正予算（第１号） 

日程第 39  総務常任委員会の調査結果の報告について 

日程第 40  教育民生常任委員会の調査結果の報告について 

日程第 41  経済建設常任委員会の調査結果の報告について            

 

本日の会議に付した事件 

日程第 1  会議録署名議員の指名について 

日程第 2  会期の決定について 
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日程第 3  諸般の報告 

日程第 4  議案第 111 号 平成 17 年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 5  議案第 112 号 平成 17 年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて         

日程第 6  議案第 113 号 平成 17 年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 7  議案第 114 号 平成 17 年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳 

出決算の認定について 

日程第 8  議案第 115 号 平成 17 年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 9  議案第 116 号 平成 17 年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 10 議案第 117 号 平成 17 年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資 

金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 11  議案第 118 号 平成 17 年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 12  議案第 119 号 平成 17 年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決

算の認定について 

日程第 13  議案第 120 号 平成 17 年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 14  議案第 121 号 平成 17 年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 15  議案第 122 号 平成 17 年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

日程第 16  議案第 123 号 平成 17 年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

日程第 17  議案第 124 号 平成 17 年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

日程第 18  議案第 125 号 平成 17 年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 19  議案第 126 号 平成 17 年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

日程第 20  議案第 127 号 平成 17 年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

日程第 21  議案第 128 号 平成 17 年度大山町水道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
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日程第 22  議案第 129 号 平成 17 年度大山町索道事業会計歳入歳出決算の認定につい 

て 

日程第 23  議案第 130 号 大山町教育審議会条例の制定について 

日程第 24 議案第 131 号 大山町大山辺地に係る総合計画の変更について 

日程第 25 議案第 132号 大山町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する 

条例について 

日程第 26  議案第 133 号 大山町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第 27  議案第 134 号 大山町特別医療費助成条例の一部を改正する条例について 

日程第 28  議案第 135 号 大山町御来屋漁村センター条例の一部を改正する条例につ 

いて 

日程第 29  議案第 136 号 損害賠償の額を定めることについて 

日程第 30  議案第 137 号 平成 18 年度大山町一般会計補正予算（第 3 号） 

日程第 31  議案第 138 号 平成 18 年度大山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 32  議案第 139 号 平成 18 年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第 33  議案第 140 号 平成 18 年度大山町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 34  議案第 141 号 平成 18 年度大山町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第 35  議案第 142 号 平成 18 年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第 36  議案第 143 号 平成 18 年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 37  議案第 144 号 平成 18 年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 38  議案第 145 号 平成 18 年度大山町索道事業会計補正予算（第１号） 

日程第 39  総務常任委員会の調査結果の報告について 

日程第 40  教育民生常任委員会の調査結果の報告について 

日程第 41  経済建設常任委員会の調査結果の報告について        

 

出席議員（２１名） 

１番 近 藤 大 介        ２番 西 尾 寿 博 

３番 吉 原 美智恵        ４番 遠 藤 幸 子 

５番 敦 賀 亀 義        ６番 森 田 増 範 

７番 川 島 正 寿        ８番 岩 井 美保子  

９番 秋 田 美喜雄       １０番 尾 古 博 文  

１１番 諸 遊 壌 司       １２番 足 立 敏 雄  

１３番 小 原 力 三       １４番 岡 田   聰  

１５番 二 宮 淳 一             １６番 椎 木   学  

１７番 野 口 俊 明             １８番 沢 田 正 己     
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１９番 荒 松 廣 志             ２０番 西 山 富三郎     

２１番 鹿 島   功 

 

欠席議員（なし） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長 ……………… 小 谷 正 寿    書記 …………………汐 田 美 穂 

 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………山 口 隆 之     助役 …………………田 中 祥 二 

教育長 ………………山 田   晋     代表監査委員 ………椎 木 喜久男  

大山支所長 …………河 崎 博 光     中山支所長 …………田 中   豊  

総務課長 ……………諸 遊 雅 照     企画情報課長 ………後 藤   透  

住民生活課長 ………福 田 勝 清     税務課長 ……………野 間 一 成  

地域整備課長 ………押 村 彰 文     産業振興課長 ………渡 辺   収  

水道課長 ……………小 西 正 記     福祉保健課長 ………松 岡 久美子  

人権推進課長 ………近 藤 照 秋     教育次長………………狩 野   実 

社会教育課長 ………麹 谷 昭 久     幼児教育課長…………高 木 佐奈江  

観光商工課長 ………福 留 弘  明          診療所事務局長………中 田 豊 三 

農業委員会事務局長…高 見 公 治      

午前１０時開会 

○局長（小谷 正寿君） 互礼を行います。一同起立。礼。着席。 

─────────────────・───・──────────────── 

 開会・開議・議事日程 

○議長（鹿島 功君） 皆さんおはようございます。ただいまの出席議員は２１人です。

定足数に達していますので、平成１８年第１０回大山町議会定例会を開会いたします。

これから、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであり

ます。 

─────────────────・───・────────────────        

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（鹿島 功君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の署

名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、１８番 沢田正己君、１９番荒松廣志

君を指名いたします。 

─────────────────・───・────────────────

日程第２ 会期の決定 

○議長（鹿島 功君）  日程第２、会期の決定についてを議題にします。お諮りしま
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す。本定例会の会期は、本日から９月２６日までの１３日間としたいと思います。ご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶもの有り〕 

○議長（鹿島 功君）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から９月２６

日までの１３日間に決定いたしました。 

─────────────────・───・────────────────             

日程第３ 諸般の報告 

○議長（鹿島 功君）  日程第３、諸般の報告を行います。監査委員から、お手元に

配布のとおり、例月出納検査の結果報告がありました。検査資料は事務局にあります

ので、閲覧してください。 

本日までに受理した陳情は、お手元にお配りました「陳情文書表」のとおり、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託しましたので報告します。 

 次に、６月定例会において可決された意見書は、６月２３日に関係方面へ提出いた

しました。 

次に、本定例会に町長から提出された議案は、お手元に配布の提出案件表のとおり

であります。 

次に、議員派遣については、お手元に配布した結果報告のとおり派遣いたしました。 

次に、町長から政務報告並びに報告第１０号 長期継続契約締結の報告についてま

で報告の申し出があります。これを許します。町長。 

○町長（山口 隆之君） それでは平成１８年度９月定例議会におきます政務の報告

を申し上げます。 

 ６月定例議会以降における各種事務事業の取り組み状況についてその主なもののご

報告をいたします。まず、総務課の関係でございます。 

 梅雨前線豪雨による町内の被災状況についてであります。中国地方に停滞していた

梅雨前線の活動が活発化した７月１６日から１８日にかけて、鳥取県は局地的な豪雨

に見舞われ、大山町塩津では、降り始めからの総雨量が４３７ミリにもおよびました。  

この豪雨により、町内各地で土砂崩れや住宅の浸水・田畑の冠水などの災害が発生し、

道路や河川等の土木施設でおよそ８ ,０００万円、大豆や白ネギなどの農作物や農道・

水路等の農業用施設でおよそ１億２ ,０００万円の大きな被害に見舞われました。  

 町では、大雨洪水警報の発令とともに、７月１７日午前９時３０分に災害警戒本部

を設置し、職員５８人体制による第１次配備に入りました。一旦は、雨も小康状態に

なりましたが、１８日午後にはさらに雨脚が強まり、大規模な災害が予測されたため、

午後４時２０分に警戒体制・応急体制を強化するため、災害対策本部を設置いたして

おります。災害対策本部の設置とともに、第２次配備に移行し、本庁・支所職員８２

人が、深夜まで警戒にあたりました。 

また１８日夕方には、保健福祉センターなわに避難所の設置をいたしましたところ、
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２世帯７人が自主的に避難をされて来ております。 

被害の詳細につきましては、次のとおりでありますが、被害を受けられました皆さ

んには、謹んでお見舞い申し上げます。住宅被害は床下浸水が４棟、農林業被害は農

作物の被害が大豆の冠水が７．２ヘクタール、白ネギの冠水が２．１ヘクタール、農

地災害が田畑の法面の崩壊が６６カ所、農業用施設は農道・水路・溜池ほか３７件、

土木被害は県道関係が高橋下市停車場線法面崩壊ほか４カ所、町道関係が東谷線法面

崩壊ほか１８カ所、河川関係が蛇の川・大谷川護岸崩壊ほか４９カ所でありました。  

 次に、中山支所のまちづくり推進課の関係でございます。２００６甲川渓流まつり

の開催についてであります。８月６日日曜日、中山まちづくり実行委員会の主催で、

町内外から１５０人の参加を得て開催いたしました。天候に恵まれ、魚のつかみ取り・

バーベキュー・流しソーメン・竹細工作りと、日本百名谷のひとつで、自然豊かな「甲

川渓谷」の探検を、多くの子どもたちに堪能してもらった一日となりました。 

次に、財産区議会の開催についてであります。８月７日から１０日までの４日連続

で、中山財産区、上中山財産区、下中山財産区及び逢坂財産区議会の初議会を開催し、

各財産区議会の議長・副議長の選挙及び関係条例・規則の整備を行いました。 

次に、人権推進課関係でございます。まず、人権・同和教育推進者養成講座の開催

について、各種団体における人権・同和問題学習活動のためのリーダーを養成し、活

動の活性化を図ることを目的として、企業等を対象として２回、ＰＴＡ等を対象とし

て２回、計４回を７月・８月に開催いたしました。参加者数は述べ７８人で、主とし

て「参加型学習」について、熱心に受講していただきました。講座を終了された皆様

には、この研修を契機として職場や組織での活躍を期待するものであります。 

次、みんなの人権セミナーの開催についてであります。同和問題をはじめ、あらゆ

る人権問題の正しい理解と認識を深め、自分とのかかわりを考える機会とするととも

に、人権・同和問題学習の推進と実践活動に向けた資質の育成向上を図ることを目的

として、町民及び町内事業所勤務者等を対象に開催いたしております。本日までに、

全日程７回の内、３回が終了し、参加者数は述べ１９４人となっています。 

次に、福祉保健課関係であります。包括支援センター関係について報告いたします。 

介護保険制度の利用も定着してきましたが、その一方で高齢者及び認知高齢者の急速

な増加により、保険利用者数も年々増大しています。中でも要支援や要介護１の軽度

の人が急増し、介護保険制度から給付される費用も増大しています。平成１８年度に

介護保険制度が大きく見直され、地域包括支援センターで、新予防給付の対象者とし

て要支援１．２の方や高齢者の中から特に介護予防の必要な方を健診結果等から抽出

し、介護予防プランを作成して介護予防事業を積極的の実施しております。今年４月

に設置しました地域包括支援センターは、予防重視型で医師を中心に６名のスタッフ

で事業推進を行っております。事業の実施状況については以下のとおりであります。 

次に、産業振興課関係についてであります。まず松くい虫防除事業について、松く
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い虫特別防除事業（薬剤空中散布）は松林４２４ヘクタールを対象に、１回目を６月

５日・６日に、２回目を６月１９日・２０日に実施し、地上作業を９４５万円で鳥取

県森林組合連合会が、空中散布作業を６１９万５,０００円で中日本航空株式会社が請

負、実施いたしました。 

次に、管理業務についてであります。高田工業団地公園管理業務委託を１０５万円

で平成グリーン有限会社が、山香荘グラウンド管理業務委託を５２万５,０００円で名

和林産有限会社が、高田工業団地草刈等業務委託を４２万円で大山森林組合が請負施

工中であります。 

次に、中山支所ふるさと振興課であります。水産振興について、御崎漁港防波堤測

量地質調査業務委託を６５１万円で株式会社ウエスコ米子支店が、御崎漁港防波堤設

計業務委託を１,６８０万円で株式会社センク２１鳥取事務所が請負施工中でありま

す。 

 大山支所ふるさと振興課であります。水産振興について、平田漁港防波堤災害復旧

工事測量設計業務委託を４７２万５,０００円で株式会社ウエスコ米子支店が請負施

工中であります。 

次に、観光商工課関係であります。まずイベント等の実施について、第１回大山高

原クロスカントリー大会であります。初めての取り組みとして豪円山スキー場内に特

設コースを設け、クロスカントリー大会を開催しました。初めての、それも短期間の

取り組みで不安な面もありましたが、県内外から約６００名の参加をいただき、「大山

の恵みからす天狗市」の臨時開催などと併せ、大変盛会のうちに終えることができま

した。現在整備中の全天候型トラックと併せて、大山への陸上合宿誘致に大きな弾み

がついたものと考えております。 

次に、大山夏まつりであります。大山参道振興会では、大山寺の参道を会場に、お

盆期間には竹で灯籠をつくり献灯を行い、８月２７日には大山烏天狗まつりを開催さ

れました。これに併せて「大山の恵みからす天狗市」も出店しました。天候にも恵ま

れ、大変多くのお客様にお越しいただくことができ、大山のにぎわいを取り戻そうと

いう取り組みが進んできております。 

 ほかにも各種イベントの実施、旅行事業者への働きかけ、県外でのＰＲなど積極的

に大山町の売り込みを行っているところでございます。 

次に、日本の名峰第３位について、ＮＨＫ衛星放送の企画であります「日本の名

峰」という番組で「おすすめの山５０」を募集されましたところ、視聴者の投票の

結果、大山が富士山、槍ヶ岳に次いで第３位に選ばれるという大変嬉しいことがあ

りました。これは、我が大山が地元の人だけでなく、広く全国の皆さんから愛され

ていることの現われであり、大山を核としたまちづくりの推進を一層進めていく必

要があるとの認識を新たにしたところであります。 

 次に、工事の執行状況についてであります。大山運動広場全天候型走路整備工事
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を、４,５１５万円でクリヤマ株式会社が請負、施工中であります。 

続いて地域整備課関係でございます。町道改良事業、災害復旧事業について、町道

中尾高橋線改良工事を３０７万５,４５０円で有限会社ナカヤマが請負、完了いたしま

した。 

平成１８年７月１７日～１９日の梅雨前線豪雨災害により準用河川、町道が被災を

し、１０月の災害査定に向け測量・設計を３５７万円でダイニチ技研株式会社に委託

をし、現在作業中であります。 

水道課関係でございます。まず、下水道関係について、庄内地区２８工区管路新設

工事を３,９３７万５,０００円で舩越建設株式会社が、高田工業団地舗装復旧工事を

９０８万２,５００円で有限会社西山建設が、庄内地区舗装復旧工事を１,４０７万円

で株式会社平井組が、光徳地区農業集落排水事業管路施設（１０工区）工事を４,２０

０万円で株式会社大山緑化建設が、光徳地区農業集落排水事業管路施設(１１工区)工

事を４,４８３万５,０００円で有限会社坂田建設が、光徳地区農業集落排水事業管路

施設(１２工区)工事を２,６７７万５,０００円で有限会社八晃建設が、光徳地区農業

集落排水事業管路施設(１３工区)工事を４,０１１万円で有限会社松本建設が、光徳地

区農業集落排水事業管路施設(１４工区)工事を３,１７６万２,５００円で有限会社ヤ

マダが、光徳地区農業集落排水事業管路施設(１５工区)工事を２,３１０万円で有限会

社権田工務店が、光徳地区農業集落排水事業管路施設(１６工区)工事を５,３５５万円

で株式会社所子建設が、光徳地区農業集落排水事業管路施設(１７工区)工事を３,１６

０万５,０００円で平成グリーン有限会社が、光徳地区農業集落排水事業管路施設(１

８工区)工事を３,０１３万５,０００円で有限会社西山建設がそれぞれ請負施工中で

あります。 

次に水道関係でございます。光徳地区集排事業管路施設工事（１３・１４工区）に

伴う水道管移転工事を１,９０３万６,５００円で有限会社松本建設が、光徳地区集排

事業管路施設工事（１０・１１・１２・１６・１７工区）に伴う水道管移転工事を１,

０５０万円で株式会社所子建設が請負施工中であります。 

学校教育課関係でございます。まず、中学校国際交流事業について、名和中学校は

７月２５日から２７日まで３日間の日程で来日した姉妹校の韓国大東中学校の生徒、

ＰＴＡ、教職員ら２９名と日韓親善交流を行いました。  

中山中学校は、８月７日から１９日までの１３日間の日程で、生徒４名、引率教員１名

の計５名が姉妹都市アメリカ合衆国テメキュラ市を訪問し、ホームステイをしながら、姉

妹校のマルガリータミドルスクール等と交流いたしました。  

大山中学校は、韓国襄
やん

陽
やん

郡交流事業において、８月８日から１１日まで４日間の日程で

生徒１０名が韓国襄
やん

陽
やん

郡を訪問し、当地中学校生徒とホームステイ交流を行いました。  
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次に、ＡＬＴ（外国語指導助手）についてであります。中山中学校ＡＬＴのジェフ・チ

ョウ、名和中学校のジェームス・パーカーが、この７月で任期を終え、帰国しました。２

学期よりＡＬＴは、エリザベス・オキャラハン、セーラ・ミーンレイ、アイエン・モーリ

ーの３人体制となりました。３人のＡＬＴの契約期間はいずれも平成１９年７月末迄とな

っております。  

 次に、社会教育課関係であります。まず子ども会リーダー研修事業について、７月

２７日・２８日、１泊２日の日程で子ども会リーダー研修会を県立大山青年の家で開

催いたしました。 

 町内小学校４年生以上を対象に募集をしたところ、定員８０人が満員になる申込み

があり、参加した子どもたちは仲間づくり交流ゲーム、八橋警察署員からの生活指導、

野外炊飯、カヌー体験等に積極的に取り組み団体活動の大切さ、リーダーとしての役

割について学び体験活動の重要性を知る機会となりました。 

 次に、交流事業について、大山町・沖縄県嘉手納町人材育成交流事業は今年で１９

回となり、８月１日から３泊４日の日程で大山小学校６年生８人、大山西小学校８人

と、今回初めて名和小学校２人、中山小学校２人、合計２０人が参加をして実施しま

した。 

嘉手納町では児童との交流、民泊家庭との交流、平和学習、自然体験を行い、参加

した児童にはこの交流を通じて郷土に生きる自覚を認識し、友情と連帯の精神を養う

ことにより、将来の地域の人材を育成したいと思います。 

また、来年２月には嘉手納町からの訪問を迎えてスキー交流を実施し、さらなる交

流を深め、両町の発展に寄与したいと考えています。 

次に文化財整備についてであります。大山僧坊跡石垣等測量図面作成業務（大山旅

館街地区）を、４８３万円でダイニチ技研株式会社が業務施行中であります。 

次に、幼児教育課関係でございます。大山町子ども教育振興計画の策定について、

本町の乳幼児期から児童期に至る子どもたちの教育と保育の基本的な考え方を示す

「大山町子ども教育振興計画」を策定いたしました。策定に当たり、幼児教育の専門

家や町内の関係者１３人で構成した策定委員会では、現場からの意見や現状・課題を

踏まえ、６月から３回の委員会を開き、９月１２日に計画を定めました。計画のスロ

ーガンは、「育て！心豊かでたくましいだいせんの子」です。計画の取り組みに当たっ

ては、教育委員会部署、福祉部署などが連携し、家庭や地域の皆さんとともに推進い

たします。 

なお、１０月からは家庭や保育・教育現場での具体的施策を明らかにするものとし

て、０歳児から小学校低学年までの保育と教育の到達目標と手だてを一覧表にした「子

ども教育プログラム」の策定にかかります。現場の実務者を中心にした策定委員会を

組織し、今年度中の策定を目指して協議を進めていきます。 

 最後に、企画情報課関係でございます。まず、だいせんファンクラブ交流会につい
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て、ふるさとの情報を発信し、大山町のＰＲやイメージアップを図りながら、会員相

互の交流と情報提供の場として「だいせんファンクラブ」交流会を９月１日金曜日午

後６時から大阪市で開きました。交流会には、関西在住の会員４８人と来賓４人、町

議会議員５人、町長、助役をはじめ担当職員１２人が参加。総勢６９人が集まり、ふ

るさとの話や近況を交換しながら時を過ごしました。参加者からは、このような交流

会の開催を望む声が多くありました。現在、大山地区出身者の会員がありませんので、

新会員の勧誘に力を注ぎます。 

 また、交流会の翌日には鳥取県主催の「マーケットプレイス鳥取」が大阪千里中央

で開かれ、「からす天狗市」が出店をいたしました。大山の特産品を大阪でアピールし

てきたところであります。 

次に、地域情報通信基盤整備事業についてであります。５月から始めました事業説

明会は、７月１５日に終了しました。第１回目の集約期限であります８月末現在の申

し込み状況は、事業参加希望が９０．４％、中海テレビ加入希望が８３．１％であり

ました。第２回目の集約期限までには、事業参加を希望されない方への再確認作業を

行いながら、より多くの方の事業参加を呼びかけてまいります。光ケーブルの敷設工

事は、総務省の認可を待って着手することになります。９月下旬の認可を想定して準

備作業を行っております。 

次に、みくりやポートフェスティバル＆さざえ祭２００６についてであります。７

月１６日、日曜日「みくりやポートフェスティバル＆さざえ祭２００６」を開催しま

した。この催しがより一層広がりを持ち、町民の交流の機会になることをねらって、

昨年に引き続き実行委員会が中心になって開催準備を進めました。当日は梅雨末期の

悪天候でしたので、プログラムの変更を余儀なくされ、運営スタッフにとっては大変

な苦労でありました。しかし、雨天で客足が伸びない中、名物の「さざえご飯」は昨

年同様１,０００食が完売をし、このイベントの底力が感じられました。 

来年度に向けた反省会を受けて、これまでの成果と課題をもとに、より充実したイ

ベントとして町民の皆さんの期待に応えられるよう実行委員会での検討が始まりまし

た。以上で政務の報告を終わります。 

 続きまして、報告第１０号 長期継続契約の締結の報告について、本案は大山町長

期継続契約を締結することができる契約を定める条例第４条の規定に基づき大山町立

大山学校給食センターの複写機他５件の賃貸契約及び保守契約を締結いたしましたの

で、議会にご報告するものであります。 

契約の名称、契約の内容、契約の相手側、契約期間、契約金額につきましては、お

手元に配布しております長期継続契約締結報告書のとおりであります。以上で報告第

１０号の説明を終わります。 

○議長（鹿島 功君）  これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────・───・──────────────── 
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日程第４ 議案第１１１号～日程第２２ 議案第１２９号 

○議長（鹿島 功君） 日程第４、議案第１１１号 平成１７年度大山町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第２２、議案第１２９号 平成１７年度大山町

索道事業会計歳入歳出決算の認定についてまで、計１９件を一括議題にします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（山口 隆之君）  ただいまご上程をいただきました議案の提案理由の説明を

申し上げます。 

まず議案第１１１号 平成１７年度大山町一般会計歳入歳出決算の認定についてご

説明を申し上げます。     

本案は、平成１７年度大山町一般会計歳入歳出決算について、地方自治法第２３３

条第３項の規定により、監査委員の意見を付して提案いたしておりますので、認定の

ほどよろしくお願いいたします。 

決算の概要につきましては、決算書８１ページの「実質収支に関する調書」に記載

をしておりますが、歳入総額１０１億８８９万３，０５１円に対して、歳出総額９８

億９，９４９万２，８２２円で、歳入歳出差引額２億９４０万２２９円となっており

ます。 

このうち、翌年度へ繰越すべき財源（繰越明許費繰越額）は１,６９５万３,０００

円を控除いたしますと、この会計の実質収支額は、１億９,２４４万７,２２９円であ

ります。 

それでは、決算の内容について、歳入からご説明を申し上げます。 

平成１７年度大山町一般会計歳入決算額は、予算現額１０１億１,６１３万３,００

０円に対し、調定額１０２億４,３１４万６,１４７円、収入済額１０１億８８９万３,

０５１円で、町税７０万１,２１３円を不納欠損しておりますので、収入未済額は、１

億３,３５５万１,８８３円となり、予算額に対して９９．９％、調定額に対して９８．

７％の収入状況となっております。 

第５款町税では、調定額１６億１,６６０万７,４３５円に対して、収入済額は１４

億９,０８４万６,８４４円で、収入未済額は１億２,５０５万９,３７８円となってお

ります。 

収入済額の内訳は、第５項町民税５億３,６８９万７,０４９円、第１０項固定資産

税８億２,６７７万５,３８６円、第１５項軽自動車税４,８７６万５,０２０円、第２

０項市町村たばこ税７,６７７万５,８８９円、入湯税１６３万３,５００円であります。 

収入未済額の内訳は、第５項町民税２,１４４万５,０５１円、第１０項固定資産税

１億１０７万２,４０３円、第１５項軽自動車税２５４万１,９２４円でありますが、

第５項町民税において４万４,２５３円、第１０項固定資産税において６５万６,９６

０円、不納欠損をいたしております。 

第１０款地方譲与税は、２億２,８７６万円の決算額で、対前年度比２０．６％の増
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となっております。その収入内訳は、第５項所得譲与税６,８７８万８,０００円、第

１０項自動車重量譲与税１億１,８５７万２,０００円、第１５項地方道路譲与税４,１

４０万円であります。 

第１５款利子割交付金は、８６１万６,０００円の決算額で、対前年度比３７％の減

となっております。 

第１６款配当割交付金は、３１５万９,０００円の決算額で、対前年度比６５．７％

の増となっております。 

第１７款株式等譲渡所得割交付金は、４９２万３,０００円の決算額で、対前年度比

１３２．４％の増となっております。 

第１８款地方消費税交付金は、１億５,７０２万８,０００円の決算額で、対前年度

比８．８％の減となっております。 

第２０款ゴルフ場利用税交付金は、１,３３６万２,６５２円の決算額で、対前年度

比５．７％の減となっております。 

第２５款自動車取得税交付金は、６,２４９万２,０００円の決算額で、対前年度比

４．４％の減となっております。 

第３０款地方特例交付金は、４,４８７万２,０００円の決算額で、対前年度比１２．

７％の減となっております。 

第３５款地方交付税は、４９億５,７９２万円の決算額で、対前年度に比べ、額で２

億８,５０７万１,０００円、率で６．１％の増となっております。その内訳は、普通

交付税４３億６,５４５万８,０００円、特別交付税５億９,２４６万２,０００円であ

りますが、この増額は合併市町村に対する特別交付税措置額と臨時財政対策債振替額

の減による普通交付税措置額の増等によるものであります。 

第４０款交通安全対策特別交付金は、３７１万８,０００円の決算額で、対前年度比

３．１％の減となっております。 

第４５款分担金及び負担金は、１億９６万３,４７２円の決算額であります。第５項

分担金３１５万５,１００円の主なものは、第３０目農林水産業費分担金の新農業水シ

ステムセミハード事業等分担金であります。第１０項負担金９,７８０万８,３７２円

の主なものは、第１５目民生費負担金の保育料９,５９７万３,３４４円であります。 

第５０款使用料及び手数料は、９,４８３万３,２６２円の決算額であります。第５

項使用料６,７９２万７,５０１円の主なものは、第２０目衛生費使用料のひかりが丘

コミュニティプラント使用料３３４万２７４円、第３０目農林水産業費使用料の農業

者トレーニングセンター使用料２５５万６,００６円、第４０目土木費使用料の町営住

宅使用料５,３６１万３,２９９円等であります。第１０項手数料２,６９０万５,７６

１円の主なものは、第１０目総務費手数料の戸籍、窓口証明等の手数料１,２３２万８,

１１１円及び第２０目衛生費手数料の塵芥処理費手数料１,３８８万１,０００円であ

ります。 
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第５５款国庫支出金は、４億１,８０１万８,３６３円の決算額であります。第５項

国庫負担金１億６,４２３万２,５７５円の主なものは、第１５目民生費国庫負担金の

身体障害者及び知的障害者保護費負担金８,４６８万５,６３０円、児童手当負担金５,

８１５万４,４９９円であります。第１０項国庫補助金２億４,７８４万５７６円の主

なものは、第１０目総務費国庫補助金の合併市町村補助金６,６１５万円、第４０目土

木費国庫補助金の地方道路整備臨時交付金１億１０万円及び公営住宅家賃対策等補助

金１,２６１万４,０００円、第５０目教育費国庫補助金の大山学校給食センター及び

大山中学校ランチルーム建設費補助金４,４９８万６,０００円であります。第３項国

庫委託金５９４万５,２１２円の主なものは、第１５目民生費委託金の国民年金事務費

委託金５００万３,１０８円であります。 

第６０款県支出金は、５億９,００５万３,７３１円の決算額であります。第５項県

負担金１億４,６８２万２３８円の主なものは、第１０目総務費県負担金の賦課徴収費

県負担金１,２７２万１,２００円、第１５目民生費県負担金の保険基盤安定等負担金

１億１,３０７万５７３円、児童手当負担金１,１７７万９,９９６円であります。第１

０項県補助金４億５６７万９,４３０円の主なものは、第１０目総務費県補助金の合併

支援交付金１,８１８万８,６１４円、第１５目民生費県補助金の特別医療費補助金４,

４２４万５,１８７円、在宅福祉事業費補助金３,８２４万４,２３０円、隣保館運営費

等補助金２,４１２万８,０００円、第３０目農林水産業費県補助金の中山間地域等直

接支払い制度補助金６,８０４万７,７０９円、二十世紀梨再生促進事業補助金２,３４

６万２,０００円、地籍調査事業費補助金３,２１０万円、森林病害虫等防除事業等補

助金２,４２７万６,６６２円であります。第１５項県委託金３,７５５万４,０６３円

の主なものは、第１０目総務費委託金の衆議院議員選挙費委託金２,４５６万２,９１

１円、国勢調査費委託金８０５万７,０００円であります。 

第６５款財産収入は、３,２２７万８,７３７円の決算額であります。第５項財産運

用収入９８６万９,７８４円の主なものは、第１目財産貸付収入でコーナン商事株式会

社、ＮＴＴ等へ貸付いたしました土地建物貸付収入であります。第１０項財産売払収

入２,２４０万８,９５３円の主なものは、第２目不動産売払収入で、ファミリー株式

会社、株式会社片木アルミニューム製作所等への土地売払収入であります。 

第７０款寄付金は、７８万６,７０３円の決算額であります。この主なものは、第５

項寄付金、第１目一般寄付金６８万６,７０３円であります。 

第７５款繰入金は、４億３,２４２万８,３９３円の決算額であります。第５項特別

会計繰入金２,１７８万２,３９３円の主なものは、第１０目老人保健特別会計繰入金

２,１７６万２,３９３円であります。第１０項基金繰入金４億１,０６４万６,０００

円の主なものは、第１０目減債基金繰入金５,８００万円、第３５目地域福祉基金繰入

金１億円、第５０目公共下水道事業推進基金繰入金４,０４８万８,０００円、第５５

目集落排水事業推進基金繰入金２億１,２１５万８,０００円で、公債費の軽減や地域
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福祉活動の促進、公共下水道や集落排水施設整備等、特定の事業推進のため積立をし

てきました基金の一部を取崩したものであります。 

第８０款繰越金は、１億４,３６１万３,２６４円の決算額であります。 

第８５款諸収入は、２億５,５５１万９,６３０円の決算額であります。第１５項貸

付金元利収入１億１,６９１万２,１０７円の主なものは、第３５目商工費貸付金収入

の中小企業小口融資貸付金元利収入６,４７２万４,１０７円及び同和地区小口融資貸

付金元利収入１,１４０万１,０００円、地域総合整備資金貸付金元利収入３,６６１万

円であります。 

第２５項雑入１億３,８４３万２,１５９円の主なものは、第５目雑入の総務費雑入

で、コミュニティ事業助成金７５０万円、主要地方道名和岸本線改良工事にともなう

庄内地区集会所移転補償費８７８万４,４７５円、民生費雑入で、特別医療高額療養費

戻入金１,９８５万２,８４４円、土木費雑入で、阿弥陀川橋梁架け替えにともなう補

償費３,７９０万８,０４５円、消防費雑入で、御来屋東区防火水槽移転補償費４００

万３,６１８円であります。第９０町債は、１０億６,４７０万円の決算額であります。

この主なものは、第５項町債、第１０目総務債の臨時財政対策債４億４,８９０万円、

情報基盤整備事業債６,７１０万円、第３０目農林水産業債の県営畑地総合開発事業債

２,７２０万円、農免農道整備事業債３,３２０万円、第４０目土木債の報国羽田井線

道路新設事業債１,１８０万円、臨時地方道整備事業債１億２,６００万円、第５０教

育債の大山学校給食センター新築事業債２億９,４４０万円であります。  

次に、歳出の主な内容についてご説明申し上げます。平成１７年度の一般会計歳出

決算額は、予算現額１０１億１,６１３万３,０００円に対し、支出済額９８億９,９４

９万２,８２２円で、予算現額に対します執行率は、９７．９％であります。 

第５款議会費は、予算現額１億７５万５,０００円に対し、１億２６万７,０９２円

の決算額で、執行率は９９．５％であります。 

第１０款総務費は、予算現額１２億６,０４３万６,０００円に対し､１２億３,４７

３万５,３８８円の決算額で、執行率は９８％であります。第５項総務管理費９億４,

４１２万１,８８３円の主なものは、第１目一般管理費の大山支所防災行政無線設備移

転工事３,４４万４,０００円、財政調整基金積立金１億円、第５目財産管理費の庄内

地区集会所解体工事費４２４万７,２５０円、第６目企画費の情報通信基盤整備工事設

計監理委託料７,２６６万円、大山振興計画策定業務委託料３５１万９,６００円、中

山間地域活性化事業補助金１,４９０万２,０００円、第９目電子計算費のコンピュー

ター保守等業務委託料２,４６７万３,２９９円、第１１目公共交通対策費の地方バス

路線維持対策等補助金２,６０７万６,８８０円であります。 

このほか、第６目企画費において、中山間地域活性化交付金事業補助金４８０万円

を翌年度に繰越明許いたしております。第１０項徴税費１億９,０７８万５,３０１円

の主なものは、第１目税務総務費のオルソ画像地形図作成業務委託料６,６１５万円、
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公図管理システム作成業務委託料８４０万７,３５０円であります。第２０項選挙費４,

３９９万３,９１９円の主なものは、第５目町長及び町議会議員選挙費の１,８４２万

２７０円、第９目衆議院議員選挙費の２,４６４万７,９６６円であります。 

第１５款民生費は、予算現額２０億７,９５８万５,０００円に対し、２０億２,１５

９万６,１１９円の決算額で、執行率は９７．２％であります。第５項社会福祉費１２

億８,８１２万２,６８７円の主なものは、第１目社会福祉総務費の社会福祉協議会に

対する福祉基金負担金３,０００万円、社会福祉協議会補助金３,２６５万６,９３１円、

特別医療費１億１,８４２万７,６０４円、国民健康保険特別会計繰出金１億５,５５７

万１,０９５円、第２目社会福祉施設費の保健福祉センターだいせん管理委託料２,８

００万円、いきいき倶楽部運営委託料９５４万２,０００円、第３目老人福祉費の老人

施設入所措置委託料２,５９４万１,９１６円、外出支援サービス事業委託料７５３万

５００円、高齢者居住環境整備事業補助金１,４４６万４,０００円、高齢者能力活用

人材センター補助金５００万円、介護保険事業特別会計繰出金２億４,０１９万円、第

５目同和対策費の住宅新築資金等貸付事業特別会計繰出金１,６９７万６,８９９円、

第７目障害者福祉費の知的障害者小規模作業所運営費補助金１,２７６万円、知的障害

者小規模通所授産施設運営費補助金１,０５０万円、施設訓練支援費１億５,３５４万

８,２００円であります。第１０項児童福祉費７億,３０６１万４３２円の主なものは、

第１目児童福祉総務費の放課後児童クラブ嘱託臨時職員等賃金７０４万１,４９２円、

第２目児童措置費の児童手当給付金８,０６５万円、第５目保育所費の嘱託臨時職員等

賃金１億１,１８８万８,９９８円、広域入所委託料１,７４０万５４０円、大山保育所

屋根改修等工事費２,５０１万１,０００円であります。 

第２０款衛生費は、予算現額９億１,０９３万６,０００円に対し、８億９,９７９万

８,９９８円の決算額で、執行率は９８．８％であります。第５項保健衛生費３億５,

８５２万６８３円の主なものは、第２目予防費の各種予防接種、健康診査委託料６,６

４２万７６１円、老人保健特別会計繰出金１億７,２３１万２,９５０円、第４目診療

所費の国民健康保険診療所特別会計繰出金２,０６９万１,３５６円であります。第１

０項清掃費５億１,０４６万５,１３４円の主なものは、第２目塵芥処理費の廃棄物収

集処理業務及びダイオキシン類測定分析業務等委託料１億７,８２２万２,８００円、

焼却施設等補修工事費１,１７０万７,５００円、廃棄物の広域処理に係る西部広域行

政管理組合負担金１億３,９０４万６,０００円、第３目し尿処理費のし尿の広域処理

に係る西部広域行政管理組合負担金７,７３１万９,０００円、合併処理浄化槽設置補

助金１,９１３万６,０００円、第１５目上水道費の水道事業会計企業債償還補助金２,

１７４万４,７４４円、簡易水道事業特別会計繰出金２０６万３,９７９円であります。 

第３０款農林水産業費は、予算現額１２億１,１０８万５,０００円に対し、１１億

４,２４７万４,９８２円の決算額で、執行率は９４．３％であります。第５項農業費

１０億６,６８１万３,５９９円の主なものは、第３目農業振興費の中山間地域等直接
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支払推進事業交付金９,４０９万１,７８２円、二十世紀梨再生促進事業補助金２,６６

３万５,０００円、チャレンジプラン支援事業費補助金６８７万４,１２２円、第５目

農地費の県営農業農村整備工事等２,６３６万２,２５０円、県営畑地帯総合整備事業

負担金４,７２２万３,８１４円、農業集落排水事業特別会計繰出金３億６,５６２万４,

０００円、第６目農業施設運営費の中山農業者トレーニングセンター屋根改修工事費

３,７３８万円、地域休養施設特別会計繰出金１,１７４万５２円、第７目地籍調査事

業費の地籍測量調査業務委託料３,０４８万８,８５０円であります。このほか、第５

項農業費、第５目農地費の県営畑地帯総合整備事業費１,５６０万５,０００円、農免

農道整備事業費１,６０８万円、団体営基盤整備促進事業費１,４４３万６,０００円を

それぞれ翌年度に繰越明許いたしております。第１０項林業費３,６７７万５,５４８

円の主なものは、第２目林業振興費の森林病害虫防除事業等委託料２,３６７万５,２

１１円、森林交付金１,０３３万８,０００円であります。第１５項水産業費３,８８８

万５,８３５円の主なものは、第１目水産業振興費の漁業経営開始円滑化事業補助金１,

２６５万２,０００円、漁業経営構造改善事業補助金７９２万円、第４目漁港建設費の

御崎漁港調査設計業務委託料１,４７０万円であります。 

第３５款商工費は、予算現額１億８,７６０万８,０００円に対し、１億８,５６８万

８,０９５円の決算額で、執行率は９９．０％であります。この主なものは、第５項商

工費、第２目商工振興費の中小企業小口融資貸付金６,４７２万４,１０７円、同和地

区中小企業特別融資貸付金１,１４０万１,０００円、中小企業設備資金貸付金１１７

万７,０００円、第３目観光費の大山町観光協会補助金１,４３３万６,２００円、街な

み協議会活動補助金３００万円、第４目企業誘致費のファミリー株式会社に売払いす

るため、県から購入しました用地取得費１,４６９万７,０００円であります。 

第４０款土木費は、予算現額８億５,６４８万８,０００円に対し、８億３,７００万

１,２３８円の決算額で、執行率は９７．７％であります。第１０項道路橋梁費３億９,

６２５万９,０１０円の主なものは、第１目道路維持費の除雪作業委託料２,１８６万

３,７６９円、草刈等作業委託料８７４万５,８９０円、町道維持補修工事費１,７５７

万１,７５０円、第２目道路新設改良費の町道末長押平線改良工事費１億３,９００万

円、町道押平所子線改良工事費１億１,６３２万２,１５０円、県道整備事業負担金１,

４９７万円であります。このほか、第１０項道路橋梁費、第２目道路新設改良費の県

道整備事業負担金４１２万５,０００円を、翌年度に繰越明許いたしております。第１

５項河川費２９８万３,２８６円の主なものは、第１目河川管理費の急傾斜地整備事業

負担金２９５万円であります。第２０項港湾費５２１万２,５００円は、第１目港湾管

理費の県営逢坂港改修工事負担金であります。また県営逢坂港改修工事負担金９３万

８,０００円を、平成１８年度に繰越明許いたしております。第２５項住宅費１,１０

７万４,２４３円の主なものは、今在家団地給排水衛生設備等工事費３２９万１,７５

０円であります。第３０項下水道費３億３,３５０万６,０００円は、第１目公共下水
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道費の公共下水道事業推進基金積立金２３０万８,０００円及び公共下水道事業特別

会計繰出金３億３,１１９万８,０００円であります。 

第４５款消防費は、予算現額３億４,３１３万円に対し３億４,１１２万１,１７１円

の決算額で、執行率は９９．４％であります。この主なものは、第５項消防費、第１

目常備消防費の西部広域行政管理組合負担金２億８,１０５万円、第２目非常備消防費

の消防団員報酬７７１万７,３５０円及び費用弁償１,３９１万８,３００円、消防施設

整備費等補助金５６３万９,４２５円、第３目消防施設費のひかりが丘、御来屋東区、

御来屋南区防火水槽設置工事費１,０８３万７５０円であります。 

第５０款教育費は、予算現額１４億３,０３９万５,０００円に対し、１４億３０３

万５,９９７円の決算額で、執行率は９８．１％であります。第５項教育総務費８,７

２１万２,８３０円の主なものは、第３目教育振興費のスクールバス運転業務委託料１,

３１２万６,２５６円、名和小学校校舎統合に係るスクールバス購入費１,３２６万７,

６９５円であります。第１０項小学校費３億１,３０８万９,０１９円の主なものは、

第１目学校管理費の嘱託職員臨時職員等賃金２,２１４万９,１５２円、大山小学校耐

震診断業務委託料１,２０７万５,０００円、中山小学校大規模改修設計業務委託料２,

５１６万５,８２４円、中山小学校プール改修工事費２,５６５万４５０円、庄内小学

校仮設校舎建設工事費１,４２６万３,２００円、大山西小学校スクールバス購入費６

９０万円、３０人学級協力金３３０万円、第４目小学校建設費の名和小学校統合校舎

建設工事設計業務委託料４,９６０万７２０円であります。第１５項中学校費５億６,

７８６万４,９９９円の主なものは、第１目学校管理費の、大山中学校技術棟改築工事

等設計監理業務委託料１,０５１万５００円、名和中学校体育館屋根及びプール給水配

管等改修工事費２,６８０万７,５５０円、第３目国際交流推進費の名和中学校と韓国

釜山市大東中学校との国際交流補助金５８４万６,５１０円、第４目学校建設費の大山

学校給食センター等改築工事設計監理委託料２,６２５万円、大山学校給食センター等

改築工事費３億５,２８０万円であります。第２０項社会教育費２億７,０６６万１,４

００円の主なものは、第１目社会教育総務費の文化産業祭イベント委託料２０３万４,

０００円、第２目公民館費の公民館事務室改修工事費１３４万７,１５０円、第５目文

化財費の大山僧坊跡石垣等測量図面作成業務委託料２９４万円であります。なお、第

５目文化財費で大山歴史の道整備活用事業費３４４万８,０００円を、平成１８年度に

繰越明許いたしております。第２５項保健体育費１億６,４２０万７,７４９円の主な

ものは、第１目保健体育総務費の大山高原マラソン大会補助金１６５万円、全国スポ

レク祭実行委員会補助金１４０万円、第２目体育施設費の大山野球場・名和野球場改

修工事費１,１１８万２,５００円であります。 

第６０款災害復旧費は、予算現額７３６万６,０００円に対し７３５万７,２４０円

の決算額で、執行率は９９．９％であります。これは、第５項災害復旧費、第４０目

公共土木施設災害復旧費の町道滝坂線災害復旧工事費であります。 
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第６５款公債費は、予算現額１７億２,７４２万２,０００円に対し、１７億２,６４

１万６,５０２円の決算額で、執行率は９９．９％であります。これは、第５項公債費、

第１目元金の１４億９,３２４万８,１６０円、第２目利子の２億３,３１６万１,０１

３円、第３目公債諸費の７,３２９円で、中山、名和、大山の旧３町で借入れをいたし

ました起債の元利償還金であります。 

平成１７年度における大山町の財政状況を決算統計に基づき申し上げますと、普通

会計ベースで、経常収支比率８９．９％、公債費負担比率２０．８％、公債費比率１

９．８％、起債制限比率１１．３％となっております。 

以上、大山町一般会計の歳入歳出決算について、ご説明を申し上げましたが、詳細

につきましては、お手元に配付の平成１７年度決算審査資料をご覧いただきますよう

お願いいたします。これで、議案第１１１号の提案理由の説明を終わります。 

○議長（鹿島 功君） ここで暫時休憩いたします。再開は１１時１５分にしたいと

思います。 

午前１１時 休憩 

─────────────────・───・──────────────── 

午前１１時１５分 再開 

○議長（鹿島 功君） それでは再開いたします。引き続き説明を求めます。 

○町長（山口 隆之君） それでは、議案第１１２号 平成１７年度大山町土地取得

特別会計歳入歳出決算の認定について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本案は、平成１７年度大山町土地取得特別会計歳入歳出決算が確定したことにとも

ない、地方自治法第２３３条第３項の規定により議会の認定を求めるものであります。

本会計の歳入歳出決算額は、歳入１,５６９万１,７９４円、歳出１,５６９万１,００

０円で、歳入歳出差引残額は７９４円となっております。 

 歳入につきまして、ご説明をいたします。第５款財産収入、第５項財産運用収入、

第１目利子及び配当金２,４８５円は、土地開発基金から生じた利子であります。第１

０項財産売払収入、第１目不動産売払収入１,０７４万３,１９７円は、大山町国信５

３６番地１３外４筆、面積６２４．９１㎡を隣接する３人の個人に売払いしたもので

あります。 

 第１０款繰入金、第５項一般会計繰入金、第１目一般会計繰入金４９４万５,８０３

円は、先ほどご説明しました国信５３６番地１３外４筆の進入路整備を一般会計が行

いましたが、その用地代金を一般会計から繰入れしたものであります。 

第１５款繰越金第５項繰越金第１目繰越金は、平成１６年度からの繰越金でありま

す。 

 次に、歳出についてご説明いたします。第５款諸支出金、第５項公有財産取得費、

第１目土地取得費１,５６９万１,０００円は、歳入でご説明いたしました土地開発基

金利子、不動産売払収入、一般会計繰入金を土地開発基金に積立するため、繰出した
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ものであります。以上で、議案第１１２号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１１３号 平成１７年度大山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定についてご説明いたします。 

歳入の決算総額は４２２万９,１４８円に対し、歳出決算総額は、４２２万８,３６

０円で歳入歳出差引残額の７８８円は 平成１８年度大山町簡易水道事業特別会計に

繰越いたしております。 

歳入について説明します。第１０款使用料及び手数料収入の２１４万４,０８１円は

水道使用料であります。 

第２０款繰入金の２０６万３,９７９円は一般会計繰入金であります。 

第２５款繰越金の２万１,０８７円は前年度繰越金であります。 

第３０款諸収入の１円は預金利子であります。 

次に歳出についてご説明します。第５款維持管理費の２５５万５,１６１円は施設の

維持管理に要する経費であります。 

第１５款公債費の１６７万３,１９９円は借入金の元利償還金であります。 

第２０款予備費からの支出はありません。以上で議案第１１３号の提案理由の説明

を終わります。 

議案第１１４号 平成１７年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決

算認定について提案理由の説明をいたします。 

決算額は、歳入総額が６,４０６万５,３７４円で、歳出総額は、６,３９８万１,５

４２円で、歳入歳出差引残額８万３,８３２円であります。 

歳入の主なものは、貸付金元利収入３,９２０万７,４３７円であり、歳出では公債

費６,３７０万８,８１５円であります。よろしくご審議のうえ、ご認定いただきます

ようお願いします。以上で議案第１１４号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１１５号 平成１７年度大山町開拓専用水道特別会計歳入歳出決算の

認定についてご説明をいたします。 

歳入の決算総額１,９５９万４,６９７円に対し、歳出決算総額は１,３１１万３,５

４７円で差引残額６４８万１,１５０円を平成１８年度大山町開拓専用水道特別会計

に繰り越しをいたしております。 

歳入について説明します。第５款管理収入の収入済額の１,２２９万５,６７４円は、

計量給水料収入であります。 

第７款分担金及び負担金の１０万８,６５３円は香取水源管理負担金収入でありま

す。 

第１５款寄付金の２０万円は開拓水道加入の負担金であります。 

第２０款繰越金の６９８万６,７０６円は前年度繰越金であります。 

第２５款諸収入の３,６６４円は預金利子と受託給水工事収入であります。 

次に歳出について説明します。 
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第５款総務費の１,３１１万３,５４７円は水道施設の維持管理のために要した経費

であります。 

第９０款予備費において支出はなく全額不用額となっております。以上で議案第１

１５号の提案理由の説明を終わります。  

続きまして、議案第１１６号 平成１７年度大山町地域休養施設特別会計歳入歳出

決算の認定について提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、平成１７年度の歳入歳出が確定したことに伴い地方自治法第２３３条第３

項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 山香荘は恵まれた大自然の中で、レクリエーションや多目的な研修の場として幅広 

く利用していただける拠点として、地元や県内外のお客様に好評をいただいておりま

す。現在では、合宿、研修を対象として宿泊料の値下げをおこない、合宿客の受け入

れを中心とした経営に取り組んでいます。１７年度の有料利用者数は１万１,８３２人

で前年の１万１,２２２人に対して５％の増加となりました。 

歳入の使用料及び手数料２,８９４万円の収入済額は施設使用料です。主なものは、

宿泊１,６３０万円、休憩７万円、仕出し８０１万円、くれハウス・バンガロー２０６

万円、売店自販機外２２５万円、屋外施設利用２５万円であります。このうち前年度

に比べ増額したものは、仕出しで９５％の増額、これは経費削減のため仕出し料理を

利用することとしたためです。 

また大きく減額となったものは、一般利用者の減少にともない宿泊が１０％の減、

休憩と食堂は大きく減少いたしました。雑入の１１１万円は、確定申告を行いました

ところ消費税の還付が発生したため計上いたしております。繰入金１,１７４万円は、

一般会計繰入金で前年度に比べ額で８３６万円、率で４１％の減であります。 

次に歳出では、総務費４,１８０万円の支出済額は、施設管理費であります。公課費

１１２万円はこの特別会計に対する消費税の支払額となっております。以上で、議案

第１１６号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１１７号 平成１７年度大山町老人居室整備資金及び障害者住宅整備資

金貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について提案理由の説明をいたします。 

 この会計は、高齢者や障害者の住宅を整備する資金の貸付事業の特別会計で、既に

貸付事業を終了し、起債の償還も終了し、現在は貸付未収金の徴収に係る特別会計で

あります。 

 決算額は、歳入総額が２万４６１円、歳出総額が２万円で歳入歳出差引４６１円の

収支残となっております。歳入の主なものについては、貸付金元利収入２万円であり、

歳出の主なものについては、一般会計繰出金２万円であります。以上で議案第１１７

号の提案理由の説明を終わります。  

次に、議案第１１８号 平成１７年度大山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について提案理由の説明をいたします。 



  23 

 事業勘定におきまして、歳入の総額２０億６,０６７万１,７０７円、歳出の総額１

９億７,２０７万６,５１１円となり、歳入歳出差引残額８,８５９万５,１９６円を翌

年度に繰越しするものであります。 

 歳入から款をおって主なものを説明いたします。 

 第５款国民健康保健税の収入済額６億６５６万７,５５１円で、収納率は現年度分が

９３．７２％、過年度分が１３．１１％であります。８５万６５０円不納欠損してお

り、収入未済額は１億３,４６４万４,０４３円であります。 

 第１０款使用料及び手数料１２万８,４８０円は、督促手数料であります。 

 第１５款国庫支出金７億２,７０６万８,７５４円は、療養給付費等負担金、高額医

療費共同事業負担金及び財政調整交付金であります。 

 第２０款療養給付費等交付金３億５２２万円は、退職被保険者の医療費に係る交付

金であります。 

 第２５款県支出金８,０８３万８,６１３円は、高額医療費共同事業県負担金であり

ます。 

 第３０款共同事業交付金５,６５３万２,４０２円は、８０万円以上の高額医療費共

同事業に係る交付金であります。 

 第３５款財産収入６,６４０円は、積立預金利子であります。 

第４５款繰入金１億５,５５７万１,０９５円は、保険税軽減分、職員給与費等繰入

金、出産一時金繰入金、財政安定化支援事業繰入金であります。 

 第５０款繰越金１億２,５９６万６,４６１円は、前年度の決算による繰越金であり

ます。 

 第５５款諸収入２７７万１,７１１円は、交通事故による第三者行為の返還金が主な

ものであります。 

 次に歳出についてご説明をいたします。 

第５款総務費３,４４２万９,５１０円は、職員給与費、電算共同処理に係る委託料、

レセプト収納保管庫購入備品費、国保連合会負担金が主なものであります。 

 第１０款保険給付費１４億３,５１８万３１０円は、各種医療費及びその審査支払手

数料、高額療養費、出産一時金、葬祭費に支出いたしております。保険給付費は一般

で年間１人当り２２万５,０００円、退職者で３２万６,０００円、老人で６０万５,０

００円となっております。 

 第１５款老人保健拠出金３億８２２万８,０１５円は、社会保険支払基金へ国保老人

の負担金であります。 

 第２０款介護納付金１億２,２１９万８,２６５円は、国保老人の介護給付費に係る

社会保険支払基金への負担金であります。 

 第２５款共同事業拠出金４,５２５万９１９円は、高額医療費共同事業の負担金であ

ります。 
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 第３０款保健事業費１,９０５万７,６４０円は、医療費通知作成委託料、人間ドッ

ク委託料、総合健康づくり事業に係る賃金、需用費、委託料が主なものであります。 

 第４５款諸支出金７７３万１,８５２円は、保険税の還付金及び前年度実績に伴う補

助金の償還金であります。以上で議案第１１８号の提案理由の説明を終わります。  

議案第１１９号 平成１７年度大山町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算の

認定について提案理由の説明をいたします。 

本案は、名和診療所、大山口診療所、大山口リハビリセンター、大山診療所の４つ

の直営診療所の施設勘定決算であります。 

歳入総額４億９,４８０万４,２７８円、歳出総額４億３６６万１,８２７円で、差引

残額９,１１４万２,４５１円となっております。 

歳入から主なものを説明いたします。 

第５款診療収入３億７,６９２万２５円は、入院・外来の診療報酬収入及び一部負担

金収入が主なものであります。 

第１０款使用料及び手数料１,６０７万９３３円は、文書料、健康診断料及び予防接

種手数料であります。 

次に歳出について説明をいたします。 

 第５款総務費２億２,７０５万１,８９４円は、職員手当等の人件費、派遣医師の報

償費、医療事務委託料及び大山診療所施設管理委託料が主なものであります。 

第１０款医業費１億５,３２３万８,４２３円は、医薬品代金、各種検査委託料及び

医療機器の借上料であります。以上で議案第１１９号の提案理由の説明を終わります。 

続いて、議案第１２０号 平成１７年度大山町老人保健特別会計歳入歳出決算の認

定についてご説明をいたします。 

  本会計の歳入総額及び歳出総額は、それぞれ２３億４,９４５万２,５０５円で残額

は０円であります。 

   第５款 支払基金交付金１３億４,０１８万９,０５６円は、社会保険診療報酬支払

基金から老人医療費に係る交付金と審査支払手数料交付金であります。 

  第１０款国庫支出金６億６,６６２万８,７７３円は、医療費に係る国庫負担金であ

ります。 

  第１５款県支出金１億７,０３０万７,４９９円は、医療費に係る県負担金でありま

す。 

 第２０款繰入金１億７,２３１万２,９５０円は、医療費に係る町負担分を一般会計

から繰入れしたものであります。 

  次に歳出について説明いたします。第５款医療諸費２３億２,５５５万２,４０３円

は、医療給付費･医療支給費及び審査支払手数料であります。 

 第１０款諸支出金２,３９０万１０２円は、前年度実績に伴う交付金の償還金と一般

会計からの繰入分を繰出し返納したものであります。以上で議案第１２０号の提案理
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由の説明を終わります｡ 

  次に、議案第１２１号 平成１７年度大山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について、提案理由のご説明を申し上げます。 

  本会計におきまして、歳入総額１６億１,１５８万６,８２８円、歳出総額１５億９,

９９１万１,４３５円で、歳入歳出差引１,１６７万５,３９３円の残額となっておりま

す。 

歳入から款をおってご説明をいたします。 

第５款介護保険料の収入済額は、２億２,５９９万４,２１１円、収入未済額は４０

５万４,３５２円で収納率は９８．２４％であります。 

  第１０款使用料及び手数料 ２万５,７６０円は督促手数料であります。 

第１５款国庫支出金４億３,５６７万２,００９円は、介護給付費に係る国庫負担金

及び調整交付金が主なものであります。 

  第２０款支払基金交付金４億９,６７６万９,４１８円は、第２号被保険者の納付保

険料が介護給付費交付金として交付されたものであります。 

第２５款県支出金１億９,７１３万５,３８１円は、介護給付費の県負担金として交

付されたものであります。 

  第３０款繰入金２億４,０１９万円は介護給付費に係る町負担分及び職員給与費等

を一般会計から繰入したものであります。 

 第３５款繰越金１,５７９万２,６４４円は前年度決算によるものであります。 

 第４０款諸収入７,４０５円は、介護保険認定調査の受託料が主なものであります。 

次に歳出について、ご説明いたします。 

第５款総務費４,２６９万９６７円は、職員の人件費、電算処理業務委料、介護認定

時の主治医意見書作成委託料及び、介護認定審査会負担金が主なものであります。 

  第１０款保険給付費１５億４,８９０万８,２０１円は、介護サービス等諸費、低所

得者の方を対象とした特定入所者介護サービス費、軽度の方を対象とした支援サービ

ス等諸費及び高額介護サービス等費に支出しております。 

 第１５款財政安定化基金拠出金１４２万８,８６７円は、鳥取県財政安定化基金に拠

出したものであります。 

 第２０款公債費６８０万３,０００円は、鳥取県財政安定化基金からの借入金の償還

金であります。 

第２５款諸支出金８万４００円は、第１号被保険者の死亡及び転出に伴う介護保険

料の還付金であります。以上で議案第１２１号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして、議案第１２２号 平成１７年度大山町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について提案理由の説明をいたします。 

本案は、大山診療所の介護保険サービス事業施設勘定決算であります。 

歳入総額３,１７０万８,３４６円、歳出総額３,１６０万５,１０２円で、差引残額
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１０万３,２４４円となっております。 

歳入から主なものを説明いたします。 

第５款サービス収入３,１６９万９,６０２円は、介護給付費収入及び一部負担金収

入であります 

次に歳出について説明をいたします。 

 第５款総務費１,４０９万３,１８５円は、大山診療所の療養病床９床分の管理・運

営委託料であります。 

第１０款サービス事業費１,７５１万１,９１７円は、看護師等嘱託職員の人件費で

あります。以上で議案第１２２号の提案理由の説明を終わります。 

続いて議案第１２３号 平成１７年度大山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてご説明いたします。 

歳入の決算総額９億４,１２８万２,７０７円に対し、歳出決算総額は９億４,１１３

万３,６２０円で歳入歳出差引残額１４万９,０８７円は平成１８年度大山町農業集落

排水事業特別会計に繰越いたしております。 

歳入について説明します。 

第５款分担金及び負担金の６４万５,０００円は加入負担金であります。 

第１０款使用料及び手数料の８,７４９万９,４３４円は下水道使用料であります。 

第１５款県支出金の２億３５１万５,０００円は光徳地区農業集落排水事業に対す

る補助金であります。 

第２５款繰入金の３億６,５６２万４,０００円は一般会計からの繰入金であります。 

 第３０款繰越金の８万９,５５０円は前年度繰越金であります。 

 第３５款諸収入の３,６４０万９,７２３円は消費税還付金と県道改修並びに高規格

道路関連の下水管移転補償費が主なものであります。 

 第４０款起債の２億４,７５０万円は当会計事業費に充当しております。 

次に歳出についてご説明します。 

第５款事業費の５億８,７７２万７,９７７円は処理場等の施設管理と光徳地区の農

業集落排水施設建設に要した経費であります。    

第１０款公債費の３億５,３３８万６,９９３円は起債の元利償還金であります。 

第１５款諸支出金の１万８,６５０円は下水道使用料の過誤徴収の還付をおこなっ

たものであります。 

第９０款予備費での支出はなく全額不用額といたしております。以上で議案第１２

３号の提案理由の説明を終わります。 

続いて、議案第１２４号 平成１７年度大山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について説明いたします。 

歳入の決算総額１１億１,０３８万９,９９８円に対し、歳出決算総額は１１億１,０

１９万２,１９７円で歳入歳出差引残額１９万７,８０１円は平成１８年度大山町公共
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下水道事業特別会計へ繰越いたしております。 

歳入についてご説明します。 

第５款分担金及び負担金の４,６１８万８,０００円は加入負担金であります。 

第１０款使用料及び手数料の８,６７４万３,６４９円は下水道使用料であります。 

第１５款国庫支出金の２億８,８９５万円は公共下水道事業に対する補助金であり

ます。 

第２０款繰入金の３億３,１１９万８,０００円は一般会計からの繰入金であります。 

第２５款繰越金の９６万９,４９５円は前年度からの繰越金であります。  

第３０款諸収入の１,２４４万８５４円は預金利子と消費税還付金が主なものであ

ります。 

 第３５款町債の３億４,３９０万円は当会計事業費に充当いたしております。 

次に歳出についてご説明いたします。 

第５款総務費の７億８,８５０万７,１０８円は処理場等の施設管理と名和地区と中

山地区の公共下水道工事等に要した経費であります。 

第１０款公債費の３億２,１６２万９,０８９円は起債の元利償還金であります。 

第１５款諸支出金の５万６,０００円は下水使用料の過誤徴収の還付を行ったもの

であります。 

第９０款予備費は支出がなく全額不用額としております。以上で議案第１２４号の

提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２５号 平成１７年度大山町風力発電事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、提案理由のご説明をいたします。 

本案は、平成１７年度大山町風力発電事業歳入歳出決算について地方自治法第２３

３条第３項の規定により議会の認定を求めるものであります。 

歳入の決算総額４,９６３万８,７５９円に対し、歳出決算総額は、２,５８９万３,

２３６円で、歳入歳出差引残額は、２,３７４万５,５２３円であります。 

歳入についてご説明いたします。 

第５款県支出金１５８万７,８７０円は、事業に着手しました平成１５年度、平成１

６年度に借入れしました起債償還利息３１７万５,７４１円の利子補給補助金であり

ます。 

第１０款繰越金３３４万９,５０２円は、前年度繰越金であります。 

第１５款諸収入４,４７０万１,３８７円は、本会計の預金利息３１５円、売電収入

２,３７８万６,５６２円、損害保険料９５７万６,０００円、消費税還付金１,１３３

万８,５１０円であります。 

次に歳出についてご説明いたします。 

第５款総務費２,２７１万７,４９５円は、電気主任技術者賃金１４３万円、落雷で

損傷した機器の復旧に要した修繕料９５７万６,０００円、保守点検業務委託料３６７
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万５,０００円、テレビ電波障害対策工事費６１２万２,５５０円、維持管理に係る電

気料金、通信経費等１５４万４,５９２円が主なものであります。 

第１０款公債費３１７万５,７４１円は、起債償還金利子であります。以上で、議案

第１２５号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２６号 平成１７年度大山町温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、提案理由のご説明をいたします。 

本案は、平成１７年度大山町温泉事業特別会計の決算認定をお願いするものであり

ます。 

 なかやま温泉「ゆーゆー倶楽部ナスパル」は良好な泉質と手頃な入浴料金が好評で、

多くの入湯客にお越しをいただいておりますが、残念ながら若干ずつではありますが、

客数が減少しているのが現状であります。平成１７年度の年間入館者数は９万３,２３

４人で、前年度の９万５,４９４人に対し、２．４％の減少となりました。これは開館

して６年経過し、周辺客が主力であるという性格により、新規客が減少傾向に陥った

ものと考えております。 

 決算内容でありますが、歳入の収入済み額合計が３,９８３万３,９５５円、歳出の

支出済み額合計が３,９６９万６,５０９円、歳入歳出差し引き１３万７,４４６円を平

成１８年度に繰り越すことになりました。 

歳入の内容ですが、温泉の入浴料が中心の使用料３,７６３万９,７２３円が主なも

のであります。 

 歳出では、温泉運営に要する職員の給料、賃金等人件費が、約２,２００万円、燃料

費・光熱水費が約９５７万円、施設の修繕費が約１４０万円、委託料約２３７万円が

主なものであります。以上で議案第１２６号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１２７号 平成１７年度大山町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の

認定について提案理由の説明をいたします。 

 この会計は、分譲宅地「ナスパルタウン」「御来屋団地」「東岡山団地」の維持管理、

販売を行う会計であります。 

歳入の決算総額１億４,０３８万５,３４９円に対し、歳出の決算総額４,７４６万６,

３５１円で、差引残額９,２９１万８,９９８円を翌年度に繰り越すものであります。 

多額の繰越の大きな要因は、「ナスパルタウン」の起債元金償還が平成１６年度まで

据置期間であったため発生せず、土地の売り払い収入が積み重なったことによるもの

であります。 

歳入についてご説明いたします。 

第５款財産収入５,０１８万６,２００円は、土地売り払い収入であり、内訳は「ナ

スパルタウン」７区画４,０３６万４,２００円、「御屋団地」１区画４５８万７,００

０円、「東岡山団地」１区画５２３万５,０００円であります。 

第１５款繰越金８,９７５万７,５２５円は前年度繰越金であります。 
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第２０款諸収入４４万１,６２４円は町預金利子１,９６２円と雑入として消費税の

還付金４３万９,６６２円を受け入れたものであります。 

 次に歳出についてご説明いたします。 

第５款宅地造成事業費４４６万６,４８４円の主なものは、ナスパルタウン内防災調

整池の進入路整備工事費２６４万７,０５０円と分譲地の維持管理委託料４５万８５

円及び紹介者への謝礼金など販売促進費９２万５,７４９円であります。 

第１０款公債費４,２９９万９,８６７円は、起債の元金償還金３,７５５万円と利子

償還金５４４万９,８６７円であります。以上で議案第１２７号の提案理由の説明を終

わります。  

続きまして、議案第１２８号 平成１７年度大山町水道事業会計決算認定について

ご説明申し上げます。 

初めに業務の状況でございますが、給水栓数で５,５８５栓、給水人口は、１万６,

６０６人、給水年間配水量は、１８４万５９立方メートルを供給し安定した給水を行

いました。また、給水量では、１５７万２,２２３立方メートルを供給し、一戸当たり

の月平均使用料は２３．６立方メートルとなっております。 

経理の状況につきまして、決算報告書の１ページの収益的収入及び支出の収入、第

１款水道事業収益で２億４,９６９万２,５８８円、支出の第１款水道事業費用では２

億６,８６４万９,５８４円となっております。 

次に、資本的収入及び支出の資本的収入では、水道管の移転補償費として負担金が

８,５０３万１,７６８円と企業債の元金償還補助として補助金が１,５８５万７,９１

５円で、第１款資本的収入合計が１億８８万９,６８３円、資本的支出では、下水道工

事等による建設改良費が１億４６０万９,１０６円と企業債の元金償還金が８,１５５

万１,９５８円で、第１款資本的支出合計が１億８,６１６万１,０６４円となり、資本

的収支の不足する額８,５２７万１,３８１円は過年度分損益勘定留保資金で補てんを

致しております。 

続いて収益的収支の詳細についてでありますが、決算書の５ページ収益費用明細書

により説明をいたします。  

 款１水道事業収益の中の営業収益で主なものは、水道使用料で２億１，４５３万７，

８５４円、その他営業収益の他会計負担金の８７４万１，０３７円は消火栓維持管理

負担金、開拓専用水道管理負担金等であります。  

 次に、営業外収益の他会計補助金１，１００万４，８９９円は、水道拡張事業等の

企業債の利息の補助を受け入れたものであります。  

 続いて款１水道事業費用でありますが、営業費用の原水及び浄水費の委託料３４２

万９，２３５円は水質検査料金、動力費の１，４１４万７，７１６円は水源地等の電

力料であります。  

 次に、配水及び給水費については職員３名分の給料、手当等と委託料４０１万１，
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５３４円についてはメーター検針の委託料、修繕費の１，５２４万７，６９２円につき

ましては配水管、給水管など施設の修理代であります。  

 次の受託工事費の修繕費１４６万２，０００円につきましては消火栓配水管の移転

費用であります。  

 続いて、総係費につきましては、職員３名分の給料、手当等と減価償却費７，５０７

万８，７３０円は、建物、構築物などの減価償却費で、資産減耗費の固定資産除却費２，

４０６万１，８０３円は下水道事業、道路改良などによる配水管の除却費であります。  

 続いて、営業外費用の支払利息及び企業債取扱諸費の企業債利子６，５５３万５，

６９８円は財務省と公営企業金融公庫への企業債の利息で、次の特別損失の１３７万

１，６００円は旧名和地区簡易水道会計の平成１６年度分の消費税などを支払いいた

しております。  

最後に、決算書の２ページの上の段の平成１７年度損益計算書で、当年度の純損失

を２，７７０万１，１６６円計上しております。上水道区域の料金改定も視野に入れ、

安全な水の供給を計りたいと思っております。以上で提案理由の説明を終わります。  

次に、議案第１２９号 平成１７年度大山町索道事業会計決算の認定について提案

理由の説明をいたします。 

  平成１７年度は、１２月２３日のスキー場開きに先立ち、１２月１７日からリフト

営業を開始し、その後も例年にない積雪に恵まれ、３月２６日まで、前年度より１２

日多い１００日間の営業となりました。１２月及び１月の前半は好調でしたが、全国

的な豪雪の風評や隣県のスキー場での事故等の影響もあり、１月後半から急激に入り

込みが減少し、特に３月は危機的な状況となりました。 

大山スキー場全体の入り込み客数は、２２万３８７人対前年度比９５．９％で、売

り上げの対前年比は９１．９％、本町索道事業の売り上げは対前年度比９３．２％と

なりました。これは営業日数は増えたものの、入場者の減少、各種割引等による客単

価の減により、売り上げ額が大きく減少したものと考えております。 

  決算の内容は、索道事業収入が１億６,１２４万４,０００円、食堂部門であります

附帯事業収入が３,８００万８,０００円で、対前年度比３,４１５万円の減収となりま

した。 

一方支出は、索道事業費用が１億５,０１０万円、附帯事業費用が４,５２８万２,０

００円で、諸経費の節減に努めた結果、前年度に続き黒字決算となり、税抜きで３８

６万９,０００円の純利益となりました。 

以上により、翌年度繰り越し欠損金は５億８,５５４万円、長短期の借入金は無しと

なっております。この財源は、過年度損益勘定留保資金で補填いたしております。 

  以上、平成１７年度決算について、その概要を申し上げましたが、詳細は決算書の

とおりであります。 

 全国的にスキー場経営は大変厳しい状況にありますが、イベント・広告宣伝の充実、
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更なる費用の節減等により引き続き黒字経営を目指す考えでございますので、よろし

くお願いいたします。以上で１２９号の提案理由の説明を終ります。 

○議長（鹿島 功君） ここで暫時休憩いたします。 

午前１１時５５分 休憩 

─────────────────・───・──────────────── 

午後１時２２分 再開 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。決算に関する議案について提案理由の説明

が終わりましたので、監査委員の審査報告を求めたいと思います。代表監査委員 椎

木喜久男君。 

○代表監査委員（椎木 喜久男君）  ただいま平成１７年度の大山町歳入歳出決算の

審査についての意見を述べよということでございますので、皆さんのお手元に配布し

ております平成１７年度の大山町歳入歳出決算審査意見書を見ていただきたいと思い

ます。その別紙にしたがってご報告申し上げたいと思います。 

 まず、始めに平成１７年度大山町歳入歳出決算審査意見書、地方自治法第２３３条

第２項の規定により審査に付された、平成１７年度大山町一般会計、及び各特別会計

の歳入歳出決算及び地方自治法第２４１条第５項の規定により審査に付された基金の

運用状況について審査したので、下記のとおり意見を付します。  

 第１に、審査の概要でございますが、１として審査の対象としたものは、（１）の平

成１７年度大山町一般会計歳入歳出決算、２以下から１７にわたる１６の特別会計に

及んでおります。細かい数字につきましては、先ほど来町長さんの方から款項目につ

いて詳しく述べられましたので、私の方ではどういうことをやったのかということと、

意見の中をかいつまんでご報告いたしたいというふうに思います。  

はぐっていただきますと、審査の期間でございますが、平成１８年７月３１日から

８月９日までのうちの６日間行いました。審査の場所は、大山町役場議会図書室、審

査の出席者並びに説明者は、尾古博文監査委員、そして私、助役さん、会計課長さん、

各課長さん並びに関係職員の応援を求めまして説明をいただきながら行いました。  

審査の方法ですが、この決算審査にあたっては、町長から提出された歳入歳出決算書

及び事項別の明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について行いました。 

（１）といたしまして、決算計数は、正確で誤りはないか。（２）予算の執行は、関係

法令等に基づき効果的かつ的確にされているか。（３）といたしまして収入支出事務は、

関係法令等に基づき適正かつ計画的、効率的に処理されているか。（４）財産管理及び

主要事業の各状況について、それぞれの関係諸帳簿及び証憑書類との照合その他必要

と認める関係資料の提出を求め、関係職員の説明を聴取し、併せて別途実施した例月

出納検査をも勘案し、慎重に審査をいたしました。  

審査の結果でございますが、１といたしまして、決算計数について、審査に付され

た一般会計並びに特別会計の歳入歳出決算書、その他の書類は、関係法令に準拠して
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調整されており、計数も誤りは認められず決算は適正に表示されているものと認めら

れました。なお、財産に関する調書の計数についても誤りは認められず、適正に管理

運営されているものと認めました。  

 第２、執行状況でございますが、平成１７年度は合併 1 年目であり、旧町の事業を

引き継いだ予算が計上、執行されている。  

 次に第３ですが、会計別の執行状況でございますが、先ほど申し上げましたように

町長さんの方から詳しく説明がありましたので、数値的なことについては申し上げま

せんが、この中でただ今回特記したいと思いますのは、町税が現年分滞納繰越分とし

ても、徴収率が前年度を上回っており、担当課の努力に敬意を表します。その他たく

さん、そういった傾向が見られて大変いい傾向だと思っています。徴収率が前年度比

べてみますと、かなり上回ってきている項目がたくさん出てまいりました。歳出につ

いては記載してあるとおりでございますので、見ていただければというふうに思いま

す。  

次に５ページいきたいと思います。第４資金運用状況について、平成１７年度にお

ける一般会計及び特別会計の収支実績及び資金運用の状況は、別途実施した例月出納

検査をも勘案し、適正に行われているものと認めました。  

第５財産管理の状況についてでございますが、町有財産は、公有財産、物品、債権、

基金に大別され、財産に関する調書（平成１８年 3 月３１日現在）のとおりであり、

適正に管理されているものと認めました。  

第６主要事業の執行状況について、主要事業は鋭意、適切に執行されているものと

認めた。  

第７指摘事項についてでございますが、（１）農業集落排水･公共下水道の接続率の

向上を強力に推進されたい。接続率をあげて、一般会計からの繰入金を押さえること。

また､合併浄化槽の基本的考えをＰＲすること。（２）老朽化の進んだ施設については

早めに修理を行い､安全対策を講じられたい。（３）未収対策を積極的に行なうこと。

特に今年度未収が急に増えた町営住宅家賃や軽自動車税は、原因を究明し未収が発生

しないようにすること。また、住宅新築資金等の連帯保証人の書き換えなどが必要な

ものは早急に行なうこと。（４）水道料金はできるだけ早く統一した料金を設定するこ

と。また簡易水道は将来的展望にたって町水道に加入するよう対策を検討すること。

（５）町道等の定期的な管理点検を行なうこと。（６）旧大山のクリーンセンターの撤

去対策を速やかに行なうこと。等を指摘しておきます。  

なお、別表で掲げておりますが、平成１７年度大山町一般会計の歳入歳出の決算の

状況、平成１７年度大山町の特別会計の歳入歳出の状況、それから第３に別表３で平

成１７年度の滞納状況を記載しておりますので、これらをみていただきたいというふ

うに思います。  

続きまして平成１７年度大山町水道事業会計決算審査について申し上げたいと思い



  33 

ますが、事業会計の中で水道事業と索道会計がありますので、この２点についても意

見書を出しておりますので、これについてご報告申し上げたいと思います。  

 平成１７年度大山町水道事業会計決算審査意見について、平成１７年度大山町水道

事業会計決算並びに関係書類を審査しましたので、その結果について意見を付します。     

平成１７年度大山町水道事業会計決算審査意見書、審査の概要につきましては、平

成１８年７月１２日下記の決算書及び関係諸帳簿を審査し、予算の執行状況が議決の

趣旨に則し、効率的かつ合理的に行われているか等について検討を加えつつ慎重に審

査した。その結果、決算計数は諸帳簿と合致し、計算に誤りはなく、いずれも正確で

あることを認めました。以下、計数につきましては、先ほど来申し上げておりますよ

うに、町長さんの方から詳しく説明がございましたので省きたいと思いますが、その

中で特に気にかかったことがありますので、申し上げておきたいと思いますが、年間

の配水量と有収率のこと、有収水量との差がありまして、その有収率というのを出し

てみますと、現段階では町長さんが説明されましたように、８５．４％でございます

が、各旧町、支部でみますと中山が８０．７％、名和が８２．２％、大山が９１．９％

というような有収率になっておりますので、これらについては今後、何故こういうこ

とになったのかということを調査する必要もあるし、まあいろんな原因が考えられま

すけれど、そういったことをできるだけ、この有収率を上げるということが必要かと

思います。まあ単純に言いますと２６万９ ,８３６立米がですね、ロスが出ている。そ

れを単純に１４０円掛けますと、３ ,７４９万７ ,０４０円という数字がロス、いわゆる

下っていると。この１割くらいは当然ロスがあるものと思いますけれど、そういった

ようなことを考えますと非常に大きな数字になるというふうに見受けました。  

今後、水道料金経営の見直しを図るとともに一層の徴収努力をされるよう意見を付

して、平成１７度大山町水道事業会計決算審査の意見とします。  

引き続きまして、大山町の索道事業の方の決算に移りたいと思います。平成１７年

度大山町索道事業会計決算審査意見について、平成１７年度大山町索道事業会計決算

書並びに関係書類を審査しましたので、その結果について次のとおり意見を付します。 

平成１７年度大山町索道事業会計決算審査意見書、審査の概要は、平成１８年７月

１０日に、下記の決算書及び関係諸帳簿を審査し、予算の執行状況が議決の趣旨に則

し、効率的かつ合理的に行われているか等について検討を加えつつ慎重に審査した。  

 その結果、決算計数は諸帳簿と合致し計算に誤りはなく、いずれも正確であること

を認めた。  

審査の書類ですが、平成１７年度大山町索道事業会計決算書類、平成１７年度大山

町索道事業会計決算付属書類等見さしていただきました。その結果は結びに書いてお

りますけど町長さんからもありましたようにいったとおりでございますので、見てい

ただければと思います。ただ、現在の状況では、入り込み客数の急増は望めないが、

さらに経営努力を進め、収益向上に努められるように意見を付して平成１７年度大山
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町索道事業会計決算審査の意見とします。以上で決算審査の意見を終りたいと思いま

す。どうもありがとうございました。  

○議長（鹿島 功君）  監査委員さんには、大変お世話になりました。ありがとうご

ざいます。 

─────────────────・───・──────────────── 

日程第２３、議案第１３０号～日程第３８、議案第１４５号 

○議長（鹿島 功君）  日程第２３、議案第１３０号 大山町教育審議会条例の制定

についてから日程第３８、議案第１４５号 平成１８年度大山町索道事業特別会計補

正予算（第１号）についてまで、計１６件を一括議題にします。提案理由の説明を求

めます。町長。 

○町長（山口 隆之君） ただいまご上程をいただきました議案第１３０号から議案第

１４５号までの提案理由のご説明を申し上げます。 

まず、議案第１３０号 大山町教育審議会条例の制定について提案理由のご説明を

いたします。 

本案は、大山町の幼児教育、学校教育、社会教育等における主要な課題を審議をし、

大山町教育のさらなる進展を図るため、町内外の学識経験者等による審議会を設置す

るものであります。 

審議会は、教育委員会又は町長の諮問に応じて、幼児教育、学校教育、社会教育そ

れぞれの重要事項について調査審議をし、教育委員会または町長に建議することとし、

事務局を教育委員会事務局に置くことといたしております。この条例は平成１８年１

０月１日から施行することといたしております。 

以上で議案第１３０号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１３１号 大山町大山辺地に係る総合整備計画の変更について提案理

由の説明をいたします。 

本案は、平成１８年３月３０日に議決をいただいておりましたが、整備に要する経

費の見直しとその財源内訳に変更が生じましたので提案するものであります。 

この事業は、大山の気候、標高がスポーツ合宿地として注目を集めていることに着

目し、多くのスポーツ関係者に活用されることによって、大山の知名度をより一層高

め、鳥取県西部地域はもとより県域を越えた観光資源として位置づけて補助金の申請

をしてまいりましたが、採択に至らず補助事業を断念し、単独事業として取り組むこ

とに変更するものであります。また、現時点での事業費の確定に伴い事業費を見直す

ものであります。以上で、議案第１３１号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１３２号 大山町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する

条例について提案理由の説明をいたします。 

 本案は、ごみの減量化の一層の推進、ごみの排出量に応じた費用負担の公平性、平

等性の確保、ごみ処理経費に係る財源確保の観点から一般廃棄物処理手数料を改正し、
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ごみ有料化の導入を図るため大山町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正

するものであります。 

主な改正事項は、現在ごみ袋を各家庭に一定の枚数を無料配布をしておりますがこ

れを廃止し、有料で購入していただくこととするものであります。この条例は平成１

９年 1 月 1 日から施行することといたしております。以上で議案第１３２号の提案理

由の説明を終わります。 

次に議案第１３３号 大山町国民健康保険条例の一部を改正する条例について提案

理由のご説明をいたします。 

先の国会で医療費適正化の総合的な推進などを柱とした「健保法等改正案」が成立

しました。その中で公的保険給付の内容・範囲の見直しをすることになっています。 

 今年度１０月から７０歳以上の国保被保険者で、所得が現役並みの方の自己負担限

度額を現行の２割を３割に改正することになり、また、現金給付の見直しで、出産一

時金を現行の３０万円から３５万円に引上げる改正がなされました。 

健保法等改正に伴い、国民健康保険条例の一部を同様に改正いたしたく提案するも

のであります。以上で議案第１３３号の提案理由の説明を終わります。 

次に議案第１３４号 大山町特別医療費助成条例の一部を改正する条例について提

案理由のご説明をいたします。 

先の国会で「健康保険法等の一部を改正する法律案」が可決され、本年１０月から

療養病床に入院する７０歳以上の高齢者は、生活療養に要する費用、食費と居住費で

あります。これを負担することになります。 

 介護療養型医療施設においては、既に昨年１０月から生活療養に係る費用の見直し

が実施され、当該費用は自己負担となっております。 

 今回の医療保険改正の目的は、介護保険における見直しと、医療機関を利用した場

合の負担格差を是正することにあり、療養病床に入院する７０歳以上の高齢者の「生

活療養に要する費用」を特別医療費制度の対象として助成をすることは、適当でない

との判断をいたしております。 

 介護保険においても既に、在宅と施設における給付と負担の公平化が進められてお

ります。  

 この度の条例改正は、療養病床に入院する７０歳以上の高齢者が負担することにな

る「生活療養に係る費用」について助成の対象外とするものであります。 

 特別医療費助成条例の一部を改正する条例につきましては、第１条では、「追加号」

として助成除外費用を追加して、平成１８年１０月１日から同年１０月３１日まで１

ヶ月間経過措置を設け、第２号を｢削除号｣として平成１８年１１月１日からは、所得

に関わらず「生活療養に係る経費」を特別医療費の対象としないことといたしており

ます。   

なお、低所得者に対しては、保険制度の中で負担軽減が図られる制度が適用されま
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す。以上で議案第１３４号の提案理由の説明を終わります。 

次に第１３５号 大山町御来屋漁村センター条例の一部を改正する条例について説

明をいたします。 

本案は、大山町御来屋漁村センター条例の一部を改正するものであります。 

 改正の主な内容としましては、現在条例第５条で使用料について規定し、別表によ

り各室ごとの使用料を定めておりますが、これは営利を目的とした使用など漁村セン

ターの設置目的以外の利用に供した場合の使用料について明記をしておりません。設

置目的にあった使用と営利を目的とした目的外使用についてはその使用料に応分の差

は必要であると考え、今後の使用に際し営利を目的とした場合の使用料について規定

するため改正を行うものであります。以上で議案第１３５号の提案理由の説明を終わ

ります。 

次に議案第１３６号 損害賠償の額を定めることについて提案理由のご説明を申し

上げます。 

本案は、公務中の自動車事故による損害賠償の額を決定するため、地方自治法第９

６条第１項第１３号の規定により議会の議決を求めるものであります。損害賠償の額

は、３万２１１円であります。 

相手方は、鳥取県西伯郡大山町の女性で、事故の概要は、職員が平成１８年７月２

０日町道中山口住吉線を西へ直進走行中、大山町赤坂１１４４番地先路上において、

前方不注意で交差点に侵入してきた相手方の車両と、職員が運転する公用車が接触し、

双方の車両の一部が破損したものであります。事故の処理方法は、示談であります。 

以上で、議案第１３６号の提案理由の説明を終わります。   

次に議案第１３７号 平成１８年度大山町一般会計補正予算（第３号）について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

 本案は、普通交付税の額の決定、平成１７年度からの繰越金の額の確定、７月の梅

雨前線豪雨により発生しました農林水産施設災害及び公共土木施設災害復旧に係る事

業費の新規計上、名和小学校統合校舎建設事業国庫補助金の額の追加、地方債の追加

及び変更のほか、事業計画の変更等により、現時点での財政見通しに変更が生じまし

たので、歳入歳出予算の過不足を調整するため、提案するものであります。 

 この補正予算（第３号）は、既定の歳入歳出予算の総額に、３億４８７万１,０００

円を追加し、歳出予算の総額を１４４億５,７２８万５,０００円といたしております。 

 次に、第１表を歳入から各款をおってご説明申し上げます。 

 第３０款地方特例交付金では、交付金の額の確定により、１,１３７万９,０００円

を減額いたしております。 

第３５款地方交付税では、普通交付税の額の確定により３,２２０万７,０００円を

減額いたしております。 

 第４５款分担金及び負担金では、第５項分担金で２７４万３,０００円を増額いたし
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ておりますが、これは第３０目農林水産業費分担金の新農業水利システムセミハード

事業分担金であります 

 第５０款使用料及び手数料では、第５項使用料で５,０００円を増額いたしておりま

すが、これは第３０目農林水産業費使用料の農道占用料であります。 

第５５款国庫支出金は、２億４９７万４,０００円の増額であります。第５項国庫負

担金では３３７万８,０００円を減額しておりますが、この主なものは、第１５目民生

費国庫負担金の知的障害者保護費負担金３５０万円の減額であります。第１０項国庫

補助金では２億８３５万２,０００円を増額いたしておりますが、この主なものは、第

１５目民生費国庫補助金の障害者地域生活支援事業補助金１３３万４,０００円の増

額、第５０目教育費国庫補助金の名和小学校校舎建設事業補助金８,９３８万４,００

０円の増額、第６０目災害復旧費国庫補助金の平田漁港災害復旧事業費補助金１,４３

５万円、農地農業用施設災害復旧費補助金５,５９４万１,０００円、公共土木施設災

害復旧費補助金４,７２３万６,０００円の新規計上によるものであります。 

 第６０款県支出金は、２,９６２万３,０００円の減額であります。第５項県負担金

では、１６８万９,０００円を減額いたしておりますが、この主なものは、県支援負担

金１７５万円の減額によるものであります。第１０項県補助金では、２,７９３万４,

０００円を減額いたしておりますが、これは、第１０目総務費県補助金の市町村交付

金で、大山スポーツ公園整備事業の財源の振替えによる３,５５８万３,０００円の減

額、第３０目農林水産業費県補助金の新農業水利システム保全対策事業費補助金６８

５万８,０００円の増額、第５０目教育費県補助金の運動部活動推進事業費補助金５９

万９,０００円を調整したものであります。 

第７０款寄付金は、１,４０６万円の増額であります。これは、災害復旧事業に対す

る受益者からの一般寄付金であります。 

第８０款繰越金は、４,７３８万６,０００円の増額をいたしております。 

 第８５款諸収入は、９６１万２,０００円の増額であります。これは、第２５項雑入

の第５目雑入で、火災により消失した仁王堂公園農産物直販施設火災保険金６９３万

円の増額、地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定等事業費補助金９６万３,０

００円の減額、介護予防支援サービス計画費４１６万５,０００円の増額を調整したも

のであります。 

 第９０款町債は、９,９３０万円の増額であります。この主なものは、第５項町債で、

第１０目総務債の臨時財政対策債３８０万円の減額、減税補てん債４３０万円の増額、

第３０目農林水産業債で農免農道整備事業債１４０万円の増額、第５０目教育債で大

山スポーツ公園整備事業債３,４５０万円の増額、第６０款災害復旧事業債で公共土木

施設災害復旧事業債３,０６０万円及び農地農林施設災害復旧事業債３,２３０万円の

新規計上を調整したものであります。 

次に歳出の主なものについて、ご説明を申し上げます。 
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 第１０款総務費は、２,７１９万８,０００円の増額であります。第５項総務管理費

では、２,５７５万５,０００円の増額でありますが、この主なものは、第１目一般管

理費の町例規集加除代金不足による消耗品費３２０万円の増額、第２目文書広報費の

押平、阿弥陀山集落に対する有線放送修繕補助金４８万６,０００円、第５目財産管理

費の交通事故防止対策としての役場駐車場改修工事費４３６万円の増額、公共施設４

６施設の光ファイバー加入負担金４８万３,０００円の増額、第６目企画費の町誌編集

委員等謝金８４万円の増額、情報通信基盤整備工事設計監理等委託料２００万２,００

０円の減額、新エネビジョン策定調査委託料１５４万３,０００円の減額、情報通信基

盤整備事業の中国電力及びＮＴＴに対する共架柱使用料５９５万円の増額、中海テレ

ビ放送出資金３００万円の増額、第７目支所費の大山支所内水路管理道復元工事費１

５７万５,０００円の増額、第１２目総務施設費の歳入でも申し上げました仁王堂公園

農産物直販施設建設工事費６９３万円の増額であります。第１０項徴税費の税務総務

費では、１４４万３,０００円の増額でありますが、この主なものは町税更正還付金１

０６万円であります。 

第１５款民生費は、２,１３３万１,０００円の増額であります。第５項社会福祉費

２,１１０万円の増額の主なものは、第１目社会福祉総務費の出産育児一時金に係る国

民健康保険特別会計繰出金１００万円、第２目社会福祉施設費の保健福祉センターな

わ法面復旧工事費１５７万５,０００円の増額、第３目老人福祉費の地域包括支援セン

ター委託料４１６万５,０００円の増額、介護保険特別会計繰出金１,７４６万８,００

０円の増額、第７目障害者福祉費の障害者自立支援システム改修委託料２００万円の

増額、地域生活支援事業委託料２０７万５,０００円の増額、精神障害者ホームヘルパ

ー派遣事業補助金１７８万６,０００円の減額、施設訓練支援費７００万円の減額であ

ります。 

第２０款衛生費は、２８８万円の増額であります。第５項保健衛生費１６１万円増

額の主なものは、第３目環境衛生費の不法投棄廃棄物処理委託料１５２万９,０００円

であります。第１０項清掃費１２７万円の増額の主なものは、第２目塵芥処理費の中

山清掃センターごみクレーンバケット修繕料１００万円であります。 

第３０款農林水産業費１,６７９万４,０００円の増額であります。第５項農業費１,

４５７万３,０００円の増額の主なものは、第３目農業振興費の野菜価格安定対策負担

金４６万７,０００円の増額、第５目農地費の別所地区、下甲地区等新農業水利システ

ム保全対策工事費１,３６５万円の増額であります。第１５項水産業費２０６万７,０

００円の増額の主なものは、第１目水産業振興費で、島根県から３０代男性１人を受

入るための漁村生活体験者滞在助成金６０万円及び漁村生活体験者受入助成金３０万

円の増額、第４目漁港建設費の御来屋漁港埋立図面等作成業務委託料１１１万３,００

０円の増額であります。 

第３５款商工費は、３０２万８,０００円の増額であります。この主なものは、第５
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項商工費の第４目企業誘致費の高田工業団地排水路改修工事費２４９万円の増額であ

ります。 

第４０款土木費は、６６５万２,０００円の増額であります。第５項土木管理費２２

１万７,０００円の増額の主なものは、嘱託建築技師賃金１８５万１,０００円の増額

であります。第１０項道路橋梁費１６０万円の増額の主なものは、第２目道路新設改

良費で、事業量の変更に伴い町道高橋樋谷線道路改良工事費３５７万円の減額と町道

報国羽田井線道路改良工事費３００万円の増額を調整いたしますとともに、町道神原

福尾線及び町道安原村内線改良工事に伴う電柱移転工事費９０万円を増額いたしてお

ります。第２５項住宅費２８３万５,０００円の増額の主なものは、第１目住宅管理費

で町営住宅２２０戸分の光ファイバー加入負担金２３１万円を増額したことによるも

のであります。 

第４５款消防費は、３７万９,０００円の増額であります。この増額の主なものは、

第５項消防費、第３目消防施設費の中山分団用発電機２９万２,０００円の増額と樋口、

宮内集落に対する消防施設整備費補助金３０万円であります。 

 第５０款教育費は、１,４５７万９,０００円の増額であります。第５項教育総務費

３５５万６,０００円の増額の主なものは、第２目教育振興費で、マイクロバス運転手

の人事異動に伴う大山西小、大山中学校スクールバス運行委託料２３４万６,０００円

の新規計上であります。第１０項小学校費１０８万円の増額の主なものは、第１目学

校管理費の中山小学校プール濾過装置等修繕料５０万１,０００円、第４目小学校建設

費の名和小学校統合校舎建築確認申請手数料３１万７,０００円の増額であります。第

１５項中学校費９６３万６,０００円の増額の主なものは、第１目学校管理費の大山中

学校敷地排水路改修工事費８３６万４,０００円の増額、第２目教育振興費の運動部活

動推進事業補助金６０万円の増額であります。第２０項社会教育費４９万７,０００円

の増額の主なものは、第５目文化財費で、来年度大山町で開催される重文民家の会全

国大会に使用します登録文化財パンフレット作成のための印刷代金２０万円の増額で

あります。第２５項保健体育費１９万円の減額の主なものは、第１目保健体育総務費

のスポーツ大会出場・指導者講習会派遣補助金４６万９,０００円の増額、第２目体育

施設費の大山運動広場整備工事設計委託料２１２万１,０００円の減額、大山総合体育

館スピーカ・水銀灯修繕料５３万６,０００円を調整したものであります。 

第６０款災害復旧費は、２億１,２０３万円の増額であります。第５項災害復旧費、

第３０目農林水産施設災害復旧費では、平田漁港災害復旧事業をはじめ、平成１８年

７月１６日から７月１８までの間、梅雨前線豪雨により被災いたしました農道・水路

等農業用施設復旧工事費等１億３,１３３万３,０００円を新規計上するものでありま

す。第４０目公共土木施設災害復旧費におきましても同様に、梅雨前線豪雨により被

災しました大谷川災害復旧事業をはじめ、町道・河川等公共土木施設の復旧工事費等

８,０６９万７,０００円を、新規に計上いたしております。なお、災害状況につきま
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しては、政務報告で申し上げたとおりであります。第２表地方債補正では、農地農林

施設災害復旧事業債３,２３０万円、公共土木施設災害復旧事業債３,０６０万円を追

加いたしますとともに、住民税等減税補てん債をはじめ、表中の各起債事業の限度額

の変更を行っております。以上で、議案１３７号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１３８号 平成１８年度国民健康保険特別会計補正予算第２号の提案

理由の説明をいたします。 

 既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ１億４,５８２万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算総額をそれぞれ２１億８,２５６万６,０００円とするものであります。 

 歳入から説明いたします。第１５款国庫支出金１,７３３万８,０００円の増は、一

般高額療養費に対する負担金及び過年度分の療養費給付費負担金の追加交付でありま

す。 

 第２０款療養費給付費交付金４２万７,０００円の増は、退職者医療費交付金の過年

度分の追加交付であります。 

 第２５款県支出金６９万４,０００円の増は、一般高額療養費に対する県負担分であ

ります。 

 第３０款共同事業交付金１億２,５７６万２,０００円の増は、今年１０月から創設

される新規事業の保険財政共同安定化事業交付金で、国保連合会から過去の実績等か

ら試算された額を歳入として見込んでおります。 

 第４５款繰入金１００万円の増は、出産育児一時金の不足が見込まれるため、不足

額１５０万円の３分の２を一般会計から繰入するものであります。 

 第５０款繰越金６０万２,０００円の増は、前年度実績に伴う増額であります。 

 次に歳出についてご説明をいたします。 

第５款総務費５６万５,０００円の増は、レセプト収納ファイルの購入費と大量のレ

セプトを個人情報保護の観点から、シュレッダーにかけ焼却処分するための、専用シ

ュレッダーの備品購入費であります。  

 第１０款保険給費１,１４２万円の増は、一般被保険者高額療養費及び出産育児一時

金の不足額を増額するものであります。 

 第２５款共同事業拠出金１億２,５７６万２,０００円の増は、１０月から創設され

るレセプト１件当り３０万円以上の医療費について、互助事業として財源を共同でプ

ールし、実際に発生した医療費に応じて交付し、保険料の平準化を図ることとしてお

り、歳入と同額を計上いたしておりますが、歳出が歳入を上回れば調整交付金で交付

されることとなります。 

 第９０款予備費８０７万６,０００円を計上し、不測の事態に備えるものであります。

以上で議案第１３８号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１３９号 平成１８年度大山町国民健康保険診療所特別会計補正予算第２

号について提案理由の説明をいたします。  
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本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７７５万１ ,０００円を増額して、

歳入歳出の総額をそれぞれ４億９ ,１５６万５ ,０００円とするものであります。  

 歳入から説明をいたします。第３０款繰越金７７５万１ ,０００円の増額であります。  

 次に歳出について説明をいたします。第５款総務費７７５万１ ,０００円の増は、大山診

療所嘱託職員の宿日直手当の増額と大山口リハビリセンターの医療事務に係る委託料の増

額などであります。  

 以上で議案第１３９号の提案理由の説明を終わります。  

議案第１４０号 平成１８年度大山町介護保険特別会計補正予算第２号について、

提案理由の説明をいたします。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ６,３５８万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１６億９,３４６万２,０００円とするものであります。 

この補正予算は、年度内の保険給付費の不足が見込まれるための増額と前年度実績

に伴う国・県負担金及び介護保険料の還付金を増額補正するものであります。 

歳入から説明いたします。第１５款国庫支出金１,５９８万５,０００円の増は、保

険給付費の増額に伴うものであります。 

第２０款支払基金交付金１,８３５万４,０００円の増は、保険給付費の増に伴うも

のであります。 

第２５款県支出金７４０万１,０００円の増は、保険給付費の増額に伴うものであり

ます。 

第３０款繰入金１,７４６万８,０００円の増は、保険給付費の町負担分を一般会計

から繰入れするものであります。 

 第３５款繰越金４３７万８,０００円増額して歳入、歳出を調整いたしております。 

次に歳出について説明いたします。 

第１０款保険給付費５,９２０万８,０００円の増は、今後必要な介護サービス諸費、

高額介護サービス等費を増額するものであります。 

第２０款財政安定化基金拠出金２万４,０００円の増は、拠出金の額の確定によるも

のであります。 

第２５款公債費１,０００円は鳥取県財政安定化基金借入れ償還金を増額するもの

であります。 

第３０款諸支出金４３５万２,０００円の増は、第１号被保険者の死亡、転出等に伴

う保険料還付金及び前年度実績により確定した介護給付費の国・県負担金返還金であ

ります。以上で議案第１４０号の提案理由の説明を終わります 

議案第１４１号 平成１８年度大山町介護保険事業特別会計補正予算第１号につい

て、提案理由の説明をいたします。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１０万３,０００円を増額

して、歳入歳出の総額をそれぞれ３,８９２万６,０００円とするものであります。 
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歳入から説明をいたします。第１５款繰越金１０万３,０００円の増額であります。 

第２０款諸収入１００万円の増は、施設介護サービスに係る雑入の増額であります。 

次に歳出についてご説明をいたします。 

 第１０款サービス事業費５４０万２,０００円の増は、大山診療所嘱託職員の宿日直

手当の増額などによるものであります。 

 第１５款予備費４２９万９,０００円の減額であります。以上で議案第１４１号の提

案理由の説明を終わります。 

続いて議案第１４２号 平成１８年度大山町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、事業の追加により増額補正をおこなうものであります。既定の歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ８,５１４万８,０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１

１億６,３７４万円とするものであります。第２条で地方債の変更をし、５,４７０万

円追加し３億５,７４０万円とするものであります。補正内容について歳入から説明い

たします。 

第１５款県支出金の３,０３０万円は農業集落琲水事業補助金であります。 

第３０款繰越金の１４万８,０００円は額の確定により増額補正しております。 

 第４０款町債の５,４７０万円の増額は、起債の借入増を見込んでおります。 

 次に歳出について説明いたします。 

第５款事業費の８,５１４万８,０００円の増額額は、管路施設工事費の増額や事業

費の増に伴う付帯事務費の増額が主なものであります。以上で議案第１４２号の提案

理由の説明を終わります。 

次に、議案第１４３号 平成１８年度大山町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、繰越金の額の確定による追加と公共下水道事業の付帯事務費の変更補正す

るものであります。既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９万６,０００円

を追加し、歳入歳出それぞれ７億４,１９３万４,０００円とするものであります。 

補正内容について歳入から説明いたします。 

第２０款繰越金９万６,０００円の追加は前年度の決算により増額しております。 

 次に歳出について説明いたします。 

 第５款事業費の９万６,０００円の増額は、公共下水道の付帯事務費を再検討し増減

調整しております。 

 以上で議案第１４３号の提案理由の説明を終わります。 

続きまして、議案第１４４号 平成１８年度大山町温泉事業特別会計補正予算（第

１号）について、提案理由のご説明をいたします。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額４,２４７万円に、歳入歳出それぞれ５１万５,

０００円を追加して、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４,２９８万５,０００円とする
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ものであります。 

補正内容について歳入から説明いたします。 

第５款使用料４５万２,０００円の増額は、温泉使用料の増であります。 

第１０款繰越金４５万２,０００円の減額は、１７年度決算の確定によるものであり

ます。第１５款諸収入５１万５,０００円の増額は、落雷被害保険給付金であります。 

次に歳出についてご説明いたします。 

第５款温泉館費第５項温泉館運営費第１目温泉館運営費でございますが、需用費の

内、備品等修繕料５１万５,０００円の増額であります。落雷被害による温泉揚湯ポン

プ制御盤の修繕費であります。以上で議案第１４４号の提案理由の説明を終わります。 

次に、議案第１４５号 本案は、平成１８年度大山町索道事業会計補正予算（第１

号）について提案理由の説明を申し上げます。 

   内容は、収益的支出の索道事業費用のうち、索道運転費用の索道事業評価委託の費

用に１８９万円、一般管理費の共済組合負担金に１５万６,０００円、附帯事業費用の

うち、食堂営業費用の総係費に中の原スキーセンター事務所の警備委託料１２０万６,

０００円を増額したものであります。なお、これに伴う歳入の補正はございません。 

  以上で提案理由の説明を終わります。 

─────────────────・───・──────────────── 

日程第３９ 総務常任委員会の調査結果の報告について 

○議長（鹿島 功君）  日程第３９、総務常任委員会の調査結果の報告についてを議

題にします。委員長の報告を求めます。総務常任委員長、沢田正己君。 

○総務常任委員長（沢田 正己君）  総務常任委員会の調査報告書、これを朗読させ

ていただきますが、この事業につきましては、副委員長の諸遊副委員長が一生懸命努

力していただきまして、この計画が達成いたしましたことに厚くお礼申し上げたいと

思います。またこの資料をまとめていただきました吉原議員にも、深く感謝を申し上

げたいと思います。厚くお礼申し上げます。 

 そういたしますと、朗読いたします。大山町議会議長 鹿島 功様、平成１８年９月

１４日、総務常任委員長 沢田正己でございます。 

総務委員会は、委員７名と企画情報課長の計８名で、これからの大山町活性化への

道を求めるべく、九州方面を７月５日から７日まで調査した、下記のとおり報告いた

します。 

 記、１．佐賀県吉野ヶ里町「遺跡を核としたまちづくり」、(1) 町の概要、吉野ヶ里

町は、平成１８年３月１日に三田川町と東背振村との合併により出来た町であり、人

口約１万６,０００人、世帯数５,４２８、面積約４４ｋ㎡で、佐賀県東部に位置して

いる。 

 背振山地と佐賀平野から成り、吉野ヶ里遺跡を核としているが、現在４７社の企業

誘致がなされており、商業の町の一面も見られます。 
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遺跡に程近い三田川庁舎を訪問し、町長と副議長、関係職員３名、計５名の方との

意見交換、またこれまでの遺跡に関する取り組み、現在の課題等について率直な話を

聞かせていただく事が出来ました。 

(2) 吉野ヶ里遺跡の歩み、平成元年２月、工業団地造成工事のため、佐賀県土地開

発公社が買収した地内で、邪馬台国時代の「クニ」発見の全国報道、平成３年５月    

国の史跡指定、平成４年４月吉野ヶ里・・・・ 

○議長（鹿島 功君） 委員長、報告の途中ですけれど、休憩いたします。 

午後２時１６分 休憩 

─────────────────・───・──────────────── 

午後２時１７分 再開 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。 

○総務常任委員長（沢田 正己君） ただいま局長の方から指摘をうけまして、吉野

ヶ里町ということでございますので改めて訂正させていただきます。 

  平成７年３月 『吉野ヶ里地域づくり実行計画書』策定、土地区画整理、商業ゾーン

の形成、駅舎改築等、平成１３年４月吉野ヶ里歴史公園第１期開園、公園全体１１７

ヘク（国営５４へク・県営６３へク）、一部開園４７へク（国営１６へク・県営３１へ

ク）、平成１８年４月公園開園面積５９へク（国営２８へク・県営３１へク）、                    

現在７０棟以上の建物が復元されている。 

以上の経過の中で、町として観光キャンペーン活動を実施している。観光宣伝隊（町

長・議長・商工会長・議員・商工会職員・行政職員・佐賀キャンペーンレデｲ－・ミス

卑弥呼）・・・・ 

○議長（鹿島 功君）  暫時休憩いたします。委員長、かいつまんでお願いしたいと

思いますが。 

午後２時２０分 休憩 

─────────────────・───・──────────────── 

午後２時２１分 再開 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。 

○総務常任委員長（沢田 正己君） による９県１０市の表敬訪問等も行なっている。 

また、平成１０年から遺跡にちなんだ行事、例えば『吉野ヶ里炎まつり』等を開催

しており、年間４５万人の観光客が訪れる。 

 (3) これからの課題、町長からの聞き取りですが、①公園周辺の景観と国道、県道

の整備を考慮に入れた土地利用計画の見直しが必要である。景観については町で景観

形成指針を作成しており、高さ・面積・色について基準を設けており、各方面にお願

いしているという状況です。②多様化する観光ニーズに対して事業内容のより一層の

充実を図りたいが、国営施設であるがゆえに縛りが多く、専門家対象の教育的要素だ

と。行事が組みにくく、地域住民が心から誇りに思う施設になっているかと言うと、
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率直に言って疑問があるということである。 

 (4) 妻木晩田遺跡との比較検討、我が町は、大山町の妻木晩田遺跡は、面積は吉野

ヶ里を超える１５２へーベーで国内最大級である。またおよそ９００棟の住居建物跡、

３０基以上の墳丘墓の跡は、他に類を見ない。地形は丘陵の尾根の上にあるが、手付

かずの自然環境に恵まれている。 

吉野ヶ里は平地のため、周辺はすっかり商業施設に囲まれ、民家が立ち並び、遊歩

道からも民家や道路が見え、古代に思いをはせるには程遠いムードである。だが、国

史跡のため復元された建物群は立派な物で、古代の「ムラ」が忠実に再現されている。

またその中には、人形を置いて、祈祷の様子やムラ長の会議の様子等が良く判るよう

になっている。弥生のムラの生活が手に取るように判り、これ以上の物は無いような

感じがする。 

しかし、訪れた人が想像力を働かす余地は無く、妻木晩田においては、ただ単純に

資料館を作った遺跡を復元するばかりでなく、周囲の風景を大切にして、古代の風「ロ

マン」をより強く感じさせる公園化の方向へ向いた方が良いかと思われます。 

吉野ヶ里の今の状況を踏まえ、手付かずの自然を守り、地域住民も観光客も共に癒

される施設の行事を目指していると提言する。すでに弥生のムラの復元、日本の南に

出来ているのだから、吉野ヶ里と違う方向を見出す方が賢明ではないかと考える。 

次２番目でございますが、熊本県阿蘇村『阿蘇薬草園ハーブの里』、概要ですが、阿

蘇の裾野登山道、赤水線沿いに位置し、古来薬草の種類豊富で、自然環境の豊かな所

である。面積は約８ヘクタールで、６００種以上の薬草・草木・ハーブ等栽培してい

る。すべて無農薬による自然農法である。 

２、特長、東洋医学研究家女性講師による薬草教室〈1 人３００円〉があり、身近 

にある薬草を使った秘伝の健康法を学ぶ事が出来る。売店には国内で採れた様々な薬

草で調合された各種効能のある薬草茶手作りの健康食品が手ごろな値段で販売されて

いる。 

 また、古代薬膳炭火焼料理、薬膳地鶏、これ鶏ですがコース１,５００円、薬膳肥後

牛コース２,５００円・ダイエットコース２,０００円等、炭火を囲んで自分で焼いて

食べる施設もあり、平日ではあったが賑わっていた。小鉢料理は食べ放題でアジサイ

の花がてんぷらで出て来たことには驚かされた。 

また韓国の方のツアーの客が１０人位、薬草園見学に来られていて阿蘇山周辺の観

光ガイド標識には韓国語が併記されており、その他の施設でも中国語が書かれている

ところを見ると、観光のターゲットを韓国・台湾の方へ向けているようである。 

３大山町の課題、この薬草園は私的な物であり、まだまだ施設整備等に改良の余地

を残しているが、独特の世界を醸し出しており、阿蘇山観光の一翼を担っている事は

確かである。我が町においても、大山・妻木晩田遺跡の周辺にこのような薬草園が開

設されれば、現代の健康志向を受けて、心と体が癒される究極の施設として集客の一
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助になると考える。以上でございます。 

私特に、一般質問で大山町の観光施設の、それに伴なって阿蘇山にも行って同じ観

光施設にもこういうケーブルで上がる施設があるんだよということを皆さんで確認し

てですな、これはもちろん報告してないもんですから、いらんことを申し上げるよう

でございますけれど、阿蘇にもああいう施設があるんだと、観光施設にもこういうも

んがあるんだということを一つ付け加えてさしていただきたいと思います。どうも大

変失礼しました。 

○議長（鹿島 功君）  ここで暫時休憩いたします。 

午後２時３０分 休憩 

─────────────────・───・──────────────── 

午後２時４０分 再開 

○議長（鹿島 功君）  再開いたします。ただいまの委員長報告に対して質疑があれ

ば受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（鹿島 功君） これで、総務常任委員会の調査結果の報告を終わります。  

─────────────────・───・──────────────── 

日程第４０ 教育民生常任委員会の調査結果の報告について 

○議長（鹿島 功君）  日程第４０、教育民生常任委員会の調査結果の報告について

を議題にします。委員長の報告を求めます。教育民生常任委員長、野口俊明君。 

○教育民生常任委員長（野口 俊明君）  教育民生常任委員会の視察調査につきまし

て報告いたします。 

概要といたしましては、先の議会だよりに載せておりますが、重複すると思います

けれど、少しだけ朗読いたします。期間といたしましては、７月５日より７月７日ま

で、場所は、沖縄県嘉手納町・恩納村・読谷村に行っております。参加者といたしま

しては、教育民生常任委員会全員７名と事務局より計８名で視察しております。         

調査目的につきましては、沖縄県嘉手納町は、８７年沖縄県海邦国体でソフトボー

ルの会場となった町だが、８５年わかとり国体で同種目の会場町となった旧大山町と

当時、開催ノウハウの情報交換等を行ったことから交流が始まり、以後２０年間相互

交流が行われている。現在は、夏は大山の小学生が嘉手納へ、冬は嘉手納の小学生が

大山へと、小学生を主体とした相互交流が継続的に行われているが、以前は町職員の

人事交流もあった。 

  今回、大山・名和・中山の３町が合併したこともあり、また、従前より大山町から

嘉手納町へ町議会議員が公式に訪問する機会が少なかったこともあり、改めて、嘉手

納町を訪れ交流の状況を垣間見るとともに、教育民生分野における同町の先進施策を

調査研究することとした。 

また、嘉手納町と同じ沖縄県中頭地区で、嘉手納町と隣接する読谷村、恩納村につ
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いても、大山・嘉手納交流に関連し、非公式ながら交流のある自治体でもあり、合わ

せて視察調査することといたしました。 

嘉手納町の概要といたしましては、アメリカ空軍基地の町として知られ、約１５ｋ

㎡の町域の８割を基地が占有し、残された区域に人口約１万４,０００人が密集してい

ます。航空機の騒音をはじめとする基地問題に悩み、「沖縄の縮図」とも言われており

ます。 

開発や産業を育む土地が皆無であることから、町財政も基地依存にならざるを得ず、

歳入では基地関連の交付金・補助金を中心に依存財源が８割近くを占め、町税収入は

１割強に過ぎません。 

向こうの説明をいただきましたのは、教育委員会事務局奥間部長、保健部の照屋部

長、その他議会事務局関係とたくさんの方が説明していただきました。 

ここの視察内容としては、人材育成事業、子育て支援センター、学童保育等をしてお

りますが、これはまあ読んでいただきたいと思っております。 

 続きまして、読谷村でございます。沖縄本島中部西方に位置する。面積３５ｋ㎡、

人口約３万８,０００人。昭和１８年に旧日本軍によって強制接収され、戦後も引き続

き米軍基地となった２５５ヘクタールの広大な読谷飛行場に、現在は行政センター地

区や亜熱帯先進集団農業地区等を配し、２１世紀に向けた村づくりの拠点地域として

整備が進められております。 

  村内２３の行政区活動を先端行政と位置付け、その自主性・主体性を尊重し、地域

コミュニティー活動への助成を行う。定例区長会を月２回開催し、行政事務の連絡、

地域の要望聴取等を行っています。説明につきましては、池原助役、高山福祉課長他 

事務局等たくさんの方に出ていただきました。 

 内容といたしましては、ここに書いております、ゆいまーる共生事業を主体に視察

をしてまいりました。 

 続きまして恩納村でございます。リゾートホテル等の観光関連が基幹産業になって

おります。農林水産業の強化や村民と観光客が交流する体験学習やエコツーリズム、

グリーンツーリズムなどの体験型観光の多様化に向けた条件整備が進められています。 

恩納村では自主視察の計画をしておりましたが、国体の縁で大山町の職員と交流のあ

る恩納村役場の中村税務課長が農水産物販売センターなかゆいと博物館の建設を担当

されたということで、案内と説明をしていただきました。 

 視察場所といたしましては、農水産物販売センターなかゆい、そして博物館、もう

一カ所海ぶどうに関連する養殖施設等も視察させていただいております。 

まとめといたしまして、各町村の事業は、いずれも先進事例として学ぶべき点が多

いことはもちろんだが、施策の背景に、基地の影響も伺える他、本土とは異なる沖縄

独自の文化・伝統も感じられました。大山町に活かせる内容を精査し、提言していき

たいと思います。 



  48 

  嘉手納町との交流は、大山町の子どもたちが、平和の大切さを考えながら、有意義

な体験を通じ、さらに成長する絶好の機会であり、維持継続すべきものと我々委員会、

確認をいたして話をしております。以上、報告を終わります。  

○議長（鹿島 功君）  ただいまの委員長報告に対して質疑があれば受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鹿島 功君） これで、教育民生常任委員会の調査結果の報告を終わります。  

─────────────────・───・──────────────── 

 日程第４１ 経済建設常任委員会の調査結果の報告について  

○議長（鹿島 功君）  日程第４１、経済建設常任委員会の調査結果の報告について

を議題にします。委員長の報告を求めます。経済建設常任委員長、小原力三君。 

○経済建設常任委員長（小原 力三君）  経済建設常任委員会の調査報告をいたしま

す。 

調査地は、 大分県日田市大山町でございます。「ひびきの郷」でございます。それ

と大分県大分市大分県漁協佐賀関支店でございます。調査日時は、平成１８年６月２

６日から２８日の３日間でございます。参加者は、常任委員会７名と小谷事務局長で

ございます。調査の目的でございます。大山町総合計画の大きな柱である「恵みの里

構想」では、販売、あるいは情報発信の拠点作りが極めて重要であります。また、大

山ブランドづくりも欠かせないものと位置づけております。そこで、先進地であり、

旧来からの付き合いのある上記の場所の調査研究をいたしました。 

調査の概要でございます。ひびきの郷、観光交流事業、合併をして現在は日田市と

なった旧大山町は、人口３,９００人の小さな町であります。しかし、半径１時間のエ

リア内には、福岡県をはじめとする７５０万の人口を抱えており、田舎でありながら

都市生活者とつながりを持つ町でもあります。 

そうした中で、平成１０年に株式会社「大山夢工房」を設立、「ひびきの郷」は、そ

の１施設として平成１４年に設立されました。現在、株主は３０６名で、社長は元大

山町長の三笘さんでありました。その幹部には、合併と同時に退職された元町職員も

おられました。広い続き棟に私たちの泊まった宿「あさもや」はありました。自慢の

お風呂とふるさとの食材を使った会席料理。特に次から次と出てくる料理は、接客の

良さもあいまって、とても気持ちのよいものでした。こころの洗濯、あるいは、自然

とのふれあい体験の空間として、これからも、発展する予感がいたしました。平成１

７年の立ち寄り客は、６５万人と聞いております。客単価約１,０００円。増客も考え

ながら、もう少し高級なもので客単価を上げる努力をしておられます。                              

大分県知事であった平松氏の一村一品運動から梅にこだわった販売を続けており、

ひびきの郷に隣接したリキュール工場も持っておられます。近々、梅で作ったリキュ

ールを記者クラブの方に試飲させた上で、高級梅酒というブランド作りのために、イ

タリヤでデザインしてもらったビンに詰め、ボルドーのワインフェスティバルで発表
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するそうでございます。その他に、あの手、この手を考えておられるようでございま

す。 

次に、大分県漁港佐賀関支店「関さば」「関あじ」ブランド化の取り組みについてで

ございます。 

旧佐賀関町は人口１万２,５００人、海岸線はリアス式海岸で１０カ所の第一種漁港

をはじめ、多数の天然の好漁港を有する町でございます。 

平成１４年４月１日、県下２７組合の合併により大分県漁協佐賀関支店となりまし

た。佐賀関支店は、組合員７６２名、准組合員を含んでおります。水揚高は約１１億

４,０００万円で、ちなみに御来屋支所は、組合員７５名、水揚高は約３億５,０００

万円となっています。 

平成元年から「関さば」「関あじ」のブランド化を目指し、全国キャンペーンを４年

間続け、その上商標登録までさらに４年かけてようやく認可にこぎつけられたそうで

ございます。「関さば」「関あじ」は速吸の瀬戸で、しかも一本釣りで獲れた活魚であ

ることと、そして手で持ってはかりに乗せて重さをはかると魚が痛みやすくなるので、

買取方法は「面買い」といって、魚の姿をみながら経験と勘で、量と質をみて買う方

法をとっています。 

このように、「おいしい魚は、人が作る」の精神で様々な工夫と労力を惜しまず、魚

を丁寧に扱い、漁場も大事にし、熱心に仕事をする。このような苦労を重ねながら、

ブランド化にこぎ着けたそうであります。全国のブランド化運動の中でも、魚種とし

ては「あじ」が１番多く、他のブランドと一線をひくために「関さば」「関あじ」のタ

グを付けたり、シールを貼る。そして、特約店制度（看板を設置）といった様々な工

夫をしています。 

しかしながら、近年、漁業者の老齢化や、巻き網船団・遊漁船による乱獲被害など

で水揚げ高は、最盛期の半分となっております。 

検討課題といたしまして、拠点作りとブランド化には、相当な時間と労力が必要と

考えられます。そして成功する要因として、誇れる商品、立地条件、物語、時代の流

れに沿っているか等、様々なものがあります。幸い、我が町は県下でもバランスのと

れた産業、そして「大山」を中心とした手付かずの自然、人情、どこにも負けない素

材が眠っています。 

私たちの町に足らないのは、この素材や要因を組み合わせ、切り捨て、緻密で先見

性のある作戦を立てる人、自信を持って推し進める人、心血を注げる人、能力を引き

出せる人。このような人材の確保また、その育成が不可欠ではないかと思われます。    

最後に一言。ブランドは人が作る。以上でございます。  

○議長（鹿島 功君）  ただいまの委員長の報告に対して質疑があれば受けます。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鹿島 功君） これで、経済建設常任委員会の調査報告を終わります。  
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─────────────────・───・──────────────── 

散会報告  

○議長（鹿島 功君） 以上で、本日の日程は終了しました。次会は、明日、１５日に

会議を開きますので、９時３０分までに本議場に集合してください。本日は、これで散会

します。   

─────────────────・───・──────────────── 

午後２時５５分 散会 

 

        

 

 


